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幕
領
に
お
け
る
江
戸
時
代
初
期
か
ら
前
期
の
村
や
町
の
政
治
社
会
を
考
え
る
場
合
、
割
本
・
大
庄
屋
・
惣
代
制
に
関
す
る
研
究
が
不
可
欠
の
課
題
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
割
本
は
、
地
域
に
よ
っ
て
大
庄
屋
と
も
惣
代
と
も
称
さ
れ
、
代
官
と
村
役
人
と
の
中
間
に
あ
っ
て
政
治
的
な
職
務
を
遂
行
す
る
地
位
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
幕
領
で
の
割
本
制
は
、
新
井
白
石
が
側
用
人
間
部
詮
一
房
の
下
で
幕
政
に
参
与
し
、
こ
れ
に
よ
っ
（１）
て公布された正徳三年（’七一一一一）四月二一一一日の条々書の第一一条で、原則として制度的な停止をみることになる。
｜
国
々
に
よ
り
大
庄
屋
・
割
元
・
惣
代
な
と
凸
名
付
候
て
、
一
領
．
｜
郡
の
事
を
承
候
輩
を
定
置
、
其
外
又
、
村
限
り
の
名
主
・
庄
屋
等
も
在
之
、
す
へ
て
此
輩
の
給
米
等
も
過
分
二
掛
り
候
て
、
村
方
費
も
多
く
、
又
、
此
輩
の
中
、
御
代
官
之
手
代
・
役
人
等
と
申
合
、
末
々
の
百
姓
、
難
儀
に
及
は
せ
候
事
と
も
も
多
く
在
之
由
相
聞
候
、
自
今
以
後
ハ
、
大
庄
屋
・
割
元
・
惣
代
之
類
、
一
切
に
停
止
之
、
村
限
り
之
名
主
・
庄
屋
、
五
人
組
を
以
、
其
村
之
事
を
申
付
ら
る
へ
し
、
若
此
類
之
輩
な
く
し
て
は
難
叶
所
も
在
之
に
お
ゐ
て
へ
其
子
細
を
以
て
、
御
勘
定
所
え
達
し
、
差
図
に
任
せ
ら
る
へ
き
事
、
幕
領
で
は
、
従
来
か
ら
一
領
二
郡
の
事
項
を
取
り
扱
う
人
物
が
定
め
置
か
れ
、
大
庄
屋
・
割
本
・
惣
代
ｌ
な
お
、
こ
こ
で
は
「
割
元
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
「
五
ヶ
村
割
本
」
と
い
う
文
書
の
記
述
か
ら
「
割
本
」
と
い
う
語
の
使
用
法
割
本
制
と
郷
村
の
自
治
秩
序
（
澤
登
）
割
本
制
と
郷
村
の
自
治
秩
序
は
じ
め
に
１
大
庄
屋
割
宇
惣
代
停
止
令
と
本
稿
の
視
点
Ｉ
ｌ
寛
文
・
元
禄
期
の
武
蔵
国
多
摩
郡
三
田
領
吉
野
家
の
管
轄
地
域
を
素
材
と
し
て
Ｉ
澤
登
寛
聡
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割本であった下師岡村の太郎右衛門は、第１表に示したように、織部之助正清を祖とする。織部之助の父親の対馬守正
方
は
、
忍
城
主
（
武
蔵
国
）
成
田
下
総
守
長
泰
の
家
臣
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
戦
国
時
代
の
忍
城
は
、
小
田
原
城
を
本
城
と
す
る
支
城
の
（２）
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
前
後
に
つ
い
て
の
割
本
・
大
庄
屋
制
に
関
す
る
研
究
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
従
来
の
研
究
の
多
く
は
代
官
の
地
方
統
治
と
い
う
視
点
か
ら
の
み
の
検
討
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
だ
が
、
割
本
が
、
代
官
と
村
役
人
と
の
中
間
に
あ
っ
て
政
治
的
な
職
務
を
遂
行
す
る
地
位
に
あ
っ
た
点
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
村
や
町
の
自
治
と
の
関
連
を
視
点
と
し
た
検
討
を
し
て
い
か
ね
ば
な
（３）
ら
な
い
と
い
う
の
が
筆
者
の
見
解
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
時
期
を
前
後
し
て
消
滅
し
て
い
っ
た
割
本
制
が
、
江
戸
時
代
前
期
に
お
け
る
村
や
町
を
取
り
巻
く
政
治
社
会
の
中
で
、
い
か
な
る
役
割
と
機
能
を
持
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
れ
を
、
割
本
制
下
の
村
の
自
治
と
は
い
か
な
る
実
態
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
割
本
制
消
滅
後
の
村
の
自
治
と
は
、
割
本
制
が
あ
っ
た
時
期
の
自
治
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
な
実
態
の
変
化
が
あ
っ
た
の
か
、
こ
の
よ
う
な視点から見ていきたい。対象とするのは、武蔵国多摩郡三田領下師岡村の割本吉野太郎右衛門の管轄地域である。これ
に
よ
っ
て
江
戸
時
代
前
期
、
殊
に
寛
文
・
元
禄
・
正
徳
期
を
中
心
と
す
る
前
期
の
最
終
段
階
に
お
け
る
幕
領
統
治
と
村
や
町
の
白
治
秩
序
と
の
関
連
を
実
態
的
に
探
っ
て
い
き
た
い
。
示
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
に
統
一
す
る
．
ｌ
と
称
さ
れ
て
き
た
．
し
か
し
、
こ
の
ほ
か
に
も
村
限
り
の
名
主
・
庄
屋
が
設
置
さ
れ
て
い
る
．
こ
の
た
め
に
給
米
な
ど
が
過
分
に
必
要
と
な
り
、
村
方
の
出
費
も
多
分
と
な
っ
て
い
る
。
割
本
の
な
か
に
は
代
官
の
手
代
・
役
人
と
申
し
合
わ
せ
、
百
姓
に
難
儀
を
お
よ
ぼ
す
人
物
も
少
な
く
な
い
と
聞
く
。
今
後
は
、
割
本
の
類
を
一
切
、
制
度
的
に
停
止
し
、
村
の
事
項
は
、
村
限
り
の
名
主
・
庄
屋
・
五
人
組
を
も
っ
て
運
営
せ
よ
。
割
本
の
制
度
的
停
止
が
不
可
能
な
地
域
に
つ
い
て
は
、
詳
細
に
理
由
を
進
達
し
て
勘
定
所
か
ら
の
指
示
を
受
け
よ
と
あ
る
。
こ
れ
が
幕
府
に
よ
る
割
本
制
の
原
則
的
停
止
の
説
明
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
お
け
る
割
本
・
大
庄
屋
・
惣
代
制
が
持
つ
問
題
点
が
如
実
に
浪
人
身
分
か
ら
割
本
法
政
史
学
第
五
十
四
号
割
本
の
系
譜
と
管
轄
地
域
二
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第１表 吉野太郎右衛門家の当主の変遷 一つ
に
数
え
ら
れ
て
い
た
。
成
田
氏
泰
は
、
忍
城
を
中
心
と
し
て
侍
や
地
侍
を
み
ず
か
ら
の
主
従
関
係
の
も
と
に
衆
と
し
て
編
成
し
て
い
っ
た
（４）
が
、
滝
沢
博
氏
に
よ
れ
ば
、
対
馬
守
正
方
も
、
ま
た
、
氏
泰
の
も
と
に
衆
と
し
て
編
成
さ
れ
た
侍
・
地
侍
衆
の
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
刃
“
城
が
豊
臣
秀
吉
の
惣
無
事
令
に
も
と
ず
く
小
田
原
城
攻
撃
に
と
も
な
っ
て
落
城
し
た
結
果
、
織
部
之
助
は
、
浪
人
と
な
っ
て
師
岡
村
に
居
住
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
浪
人
の
身
と
な
っ
て
か
ら
約
一
一
一
年
後
の
慶
長
一
六
年
（
’
六
一
一
）
二
月
、
織
部
之
助
は
、
野
上
村
の
地
先
に
、
江
戸
時
代
初
期
の
新
田
（５）
開
発
と
し
て
研
究
史
の
う
え
で
広
く
知
ら
れ
る
新
町
村
の
開
発
に
着
手
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
約
五
年
後
の
元
和
二
年
（
’
六
一
六
）
二
月
、
織
部
之
助
は
、
開
発
途
上
の
新
町
村
に
住
居
を
新
築
し
て
新
町
村
の
吉
野
家
を
起
立
す
る
。
九
月
二
七
日
に
は
、
村
の
名
称
を
新
町
村
と
し
た。この時にはすでに下師岡村の名主に就任していたものと見られる。翌年の元和三年一一一月には、河辺村の村方騒動にと
割
本
制
と
郷
村
の
自
治
秩
序
（
澤
登
）
任
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
翌
年
の
元
和
三
年
三
月
に
は
、
河
辺
村
の
村
方
騒
動
に
と
所
ｊ
も
な
っ
て
代
官
高
室
金
兵
衛
か
ら
河
辺
村
の
名
主
役
に
任
命
さ
れ
た
。
織
縦一
部
之
助
は
、
こ
の
段
階
で
少
な
く
と
も
一
一
か
村
の
名
主
を
兼
務
す
る
と
共
妙
氏岡
に
、
新
町
村
の
村
政
を
運
営
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
織
部
之
助
立
師
建
と
の隠居、寛永一六年（一六一二九）一○月五日の死去によって下
日
氏
⑬
野
師
岡
村
の
吉
野
家
は
庄
右
衛
門
に
相
続
さ
れ
た
。
正
保
三
年
（
’
六
四
月
吉
岬←側
六
）
二
月
五
日
、
一
一
代
目
の
庄
右
衛
門
が
死
去
す
る
と
本
稿
で
対
象
と
和
た
肥
す
る
太
郎
右
衛
門
が
、
吉
野
家
の
当
主
と
し
て
活
動
を
開
始
す
る
。
太
郎
昭
侍
１
右衛門が割本として活動したのは一兀禄元年（一六八八）’一月
Ⅲ伽碍
罎總側
ま
で
の
期
間
で
あ
っ
た
。
太
郎
右
衛
門
の
家
督
は
庄
右
衛
門
（
彦
右
衛
累
ｒ
み
門
）
へ
と
継
承
さ
れ
た
が
、
以
下
で
論
述
の
対
象
と
す
る
の
も
、
こ
れ
ら
Ｊ』鱗》
太
郎
右
衛
門
と
庄
右
衛
門
が
当
主
で
あ
っ
た
時
期
が
中
心
と
な
る
。
Ⅷ佶飢⑬
三
名前 没年
代
代
代
代
代
代
代
代
代
代
代
初
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ
Ⅱ
織部之助正清
庄右衛門
太郎右衛門
彦右衛門
市右衛門
又右衛門
幸右衛門
千右衛門
喜三治
武平
千右衛門
寛永16年（1639）１０月５[１
正保３年（1646）１１月５日
元禄６年（1693）６月29日
延享４年（1747）１０月29日
宝暦11年（1761）８月８日
天明元年（1781）１０月12日
寛政13年（1801）１月17日
文久２年（1862）９月10日
明治40年（1907）６月17日
昭和４年（1929）３月13日
昭和28年（1953）３月26日
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割
本
の
管
轄
地
域
割
本
で
あ
る
太
郎
右
衛
門
の
居
住
し
た
下
師
岡
村
を
含
む
野
上
郷
は
、
関
東
山
地
の
山
之
根
筋
の
一
部
に
位
置
し
て
い
る
。
太
郎
右
衛
門
の
管
（６）
轄
し
た
の
は
六
か
村
と
一
か
町
ｌ
寛
文
検
地
か
ら
は
新
町
が
公
法
上
の
村
と
な
る
の
で
実
質
的
に
は
七
か
村
Ｉ
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
時
期
、
こ
れ
ら
は
全
て
幕
領
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
の
内
、
江
戸
か
ら
の
距
離
は
最
も
江
戸
に
近
い
位
置
に
あ
っ
た
新
町
村
が
約
三
里
、
幕
府
八
王
子
代
官
所
の
出
張
陣
屋
の
あ
っ
た
青
梅
町
か
ら
最
も
近
い
下
師
岡
村
は
一
五
町
余
の
距
離
に
あ
っ
た
。
山
之
根
筋
の
語
義
は
、
中
野
光
浩
氏
の
紹
介
す
る
多
摩
郡
小
宮
領
平
村
を
地
誌
調
査
し
た
時
の
控
書
に
よ
れ
ば
、
「
山
の
根
平
村
と
い
ふ
へ
此地の唱へにて南に平山村・平村といふあれば、此村を（、山の根の平と別にせん為に方一言せられし也、公へ山の根と認
（７）
る
事
な
し
」
と
あ
る
。
関
東
山
地
の
山
麓
に
位
置
し
た
平
村
が
、
南
の
武
蔵
野
（
ロ
地
の
平
坦
部
に
位
置
し
た
平
山
村
・
平
村
と
区
別
す
る
た
め
に
使
っ
た
方
言
だ
と
あ
る
。
山
之
根
筋
と
は
、
天
正
一
八
年
（
’
五
九
○
）
七
月
、
大
久
保
長
安
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
江
戸
幕
府
八
王
子
代
（８）
官所の管轄地域の内、関東山地の山麓地域にかけての村々か壱ｂ構成されていた。
この内、第１図に示したように、奥多摩から南下する多摩川流域に沿って武蔵野台地の扇頂部までの地域は一一一田領と呼
（９）
ば
れ
た
。
本
稿
で
対
象
と
す
る
割
本
太
郎
右
衛
門
の
管
轄
す
る
村
と
町
は
、
一
二
田
領
の
中
で
も
最
も
南
側
に
位
置
す
る
野
上
郷
の
地
域
を
中
心
と
し
て
い
た
。
野
上
郷
は
、
野
上
村
の
春
日
明
神
を
鎮
守
と
し
、
太
郎
右
衛
門
が
名
主
役
で
あ
っ
た
下
師
岡
村
・
野
上
村
・
大
門
村
、
お
よ
び
、
幕
領
で
は
あ
っ
た
が
太
郎
右
衛
門
が
名
主
役
と
な
っ
て
い
な
い
吹
上
村
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
太
郎
右
衛
門
が
管
轄
し
た
の
は
、
第
２
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
野
上
郷
の
三
か
村
と
新
町
の
一
か
町
、
な
ら
び
に
、
河
辺
村
と
今
寺
村
・
藤
橋
村
の
合
計
六
か
村
と
一
か
町
ｌ
寛
文
検
地
か
ら
は
事
実
上
、
七
か
村
で
あ
っ
た
が
、
名
目
的
に
は
六
か
村
ｌ
で
あ
っ
た
．
た
だ
し
、
正保三年（’六四六）’一一月から開始された国絵図・郷帳の調査結果によれば、藤橋村は、一一名の幕領代官と七人の旗本
による相給支配となっている。この内、幕領については、設楽権兵衛が二一一一石一斗七升五合分と野銭永一五九文分を、高
室喜三郎が七八石五升九合分を統治していた。藤橋村の高室喜一一一郎代官所の統治分は太郎右衛門の管轄地域となっていた
が
、
こ
の
統
治
分
の
年
貢
（
本
途
物
成
）
・
小
物
成
・
役
の
事
務
に
つ
い
て
は
今
寺
村
と
し
て
一
緒
に
処
理
さ
れ
た
。
今
寺
村
は
元
来
、
藤
橋
村
の
内
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
こ
う
い
っ
た
点
も
あ
っ
て
藤
橋
村
の
よ
う
に
村
高
の
一
部
で
な
く
、
村
高
全
体
が
太
郎
右
衛
門
の
管
轄
法
政
史
学
第
五
十
四
号
四
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第
１
図
三
田
領
を
構
成
す
る
村
と
地
域
B
Ｃ
－
斗琵
･伊奈村
秋
川
桧
原
村
●ロ●
五日
市街
道
[出典］「元禄年中改定図」（｢新編武蔵風土記稿」第４巻290～291頁)。
雨骨壷Ju重韓ｅ血廻蜂吐（鎚銅）
用
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第２表割本吉野太郎右衛門の管轄地域 単位：石
法
政
史
学
第
五
十
四
号
[出典］正保元年12月：北島正元校訂「武蔵田園簿」（近藤(H版社)。元禄９年11月・天保５年12月：
「武蔵国郡郷帳」（内閣文庫史籍叢刊５５．５６)。明治元年７月～11月：木村礎校訂「|日高|日領取調
帳」関東編（近藤出版社）
[註］①今寺村には上記に加えて「外」として報恩寺領10石の記載がある。②下師岡村の499.936石
は399.936石が正しい。明治元年７月～11月の村高には、この外に③妙光院領0.685石、④春日神
社領1.055石、⑤法恩寺領10.000石、⑥杣保神社領10.000石、⑦阿弥陀堂領3.000石、⑧御嶽社領
3.000石がある。なお、正保元年12月の藤橋村については２人の幕領代官と７人の旗本による相
給支配となっており、この内、幕領については設楽権兵衛23.175石・高室喜三郎78.059石となっ
ている。また、藤橋村の野銭永159文が設楽権兵衛、河辺村の山銭永195文が高室喜三郎の徴収と
なっている。
地
だ
っ
た
今
寺
村
の
中
に
、
藤
橋
村
の
分
は
事
務
的
に
組
み
込
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
太
郎
右
衛
門
は
管
轄
地
の
村
の
事
務
を
最
終
的
に
は
六
か
村
と
し
て
処
理
し
て
い
っ
た
。
な
お
、
新
町
村
は
、
正
保
郷
帳
の
調
製
段
階
で
村
高
が
登
録
さ
れ
て
い
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
新
町
村
は
、
寛
文
八
年
（
’
六
六
八
）
四
月
の
寛
文
検
地
を
も
っ
て
始
め
て
公
法
上
の
村
と
し
て
法
人
格
が
公
認
さ
れ
た
。
新
町
村
に
居
住
す
る
村
限
り
の
名
主
が
誕
生
す
る
の
は
、
元
禄
元
年
（
’
六
八
八
）
二
月
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
新
町
村
の
本
村
は
下
師
岡
村
で
あ
り
、
下
師
岡
村
の
住
民
は
、
太
郎
右
衛
門
を
中
心
に
野
上
郷
を
構
成
し
て
い
た
。
新
町
村
の
百
姓
は
、
こ
の
時
期
ま
で
野
上
郷
と
し
て
の
共
同
体
的
結
合
関
係
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
村
々
で
検
地
が
な
さ
れ
た
の
は
、
寛
文
八
年
四
月
前
後
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
以
前
の
徴
税
の
基
準
と
な
る
村
高
は
、
実
際
に
は
永
高
制
で
あ
り
、
第
２
表
の
村
高
は
、
こ
の
永
高
が
一
貫
に
つ
い
て
五
石
替
の
基
準
で
換
算
さ
れ
て
算
出
さ
れ
た
高
で
あ
っ
た
。
元
禄
九
年
二
月
の
国
絵
図
・
郷
帳
調
製
令
で
公
認
さ
れ
た
村
高
は
、
こ
の
地
域
で
は
寛
文
検
地
に
よ
っ
て
打
ち
出
さ
れ
た
高
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
村
の
面
積
や
住
民
の
人
口
を
全
村
に
わ
た
っ
て
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
下
師
岡
村
と
野
上
村
に
つ
い
て
は
元
禄
二
年
五
月
の差出帳が残されている。
下
師
岡
村
は
田
・
畑
・
屋
敷
地
の
合
計
が
四
二
町
七
反
九
畝
一
七
六
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割
本
の
職
務
の
沿
革
（皿）
太郎右衛門が割本であったという点を最初に指摘したのは大館右－吾氏である。氏は「関東幕領における近世初期の地方
支配は、一般的に陣屋と割本名主によっておこなわれていた」として高麗郡高麗領高麗本郷の堀口家の事例を論じたが、
これに続けて「多摩郡一一一田領の吉野織部助・吉野太郎右衛門、山口領の小峯善右衛門なども同様である」指摘している。
太郎右衛門を、文字通り「割本名主」として表示した史料は現在のところ見い出しがたい。太郎右衛門は、寛文一二年
（羽）
（一六七二）正月から始まる『萬御役銭等出銭・人馬控帳』を遺しているが、この記録には、まず、役の賦課基準となる
下師岡村・野上村・大門村、藤橋村分の高を含む今寺村、河辺村の村高が永高で記載され、次に、この村高を基準として
「五ヶ村割本」として管轄地域の村ｌここでは新町村は記されていない．後述するような新町村の立場からすれば、こ
の
段
階
で
は
、
な
お
、
新
町
村
へ
の
役
の
賦
課
は
四
か
村
の
名
義
で
実
施
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
．
ｌ
へ
の
役
の
割
付
・
賦
課
・
徴
発・徴収の実態が記録されている。役の内容は、江戸城に輸送する茂木・楊枝木・石灰の伝馬・歩行人足役、青梅街道の
（召使）
野上村については面積五○町九反一一一畝一五歩、家数二○軒、人数七○人、この内、一一一六人が子供と召仕を合わせた男、
（ｕ）
二一四人が娘と下女を含めた女の人数だった。
（皿）
新町村には享保五年（一七二○）八月の明細帳が残っている。それによれば、面積は一五九町七畝一一歩である。家数
は六八軒、人数は一一三四人で、この内、男が一六一人、女が一六一一一人と報告されている。
河辺村に残るのは文政四年（’八二一）五月の明細帳であるが、面積が八一町七反八畝一七歩で、このほかに七町六反
（旧）
二畝七歩の反一局場があった。家数・人数は詳らかでない。
（ｕ）
（旧）
（肥）
（Ⅳ）
なお、文化一二年（一八一五）一一一月の地誌調査の際、村の家数は、河辺村七六軒、下師岡村四五軒、野上村一九軒、大
（旧）
（旧）
（卯）
（皿）
門村一一一○軒、今寺村一一一二軒、藤橋村六○軒、新町村六一軒とある。
歩、家数四五軒、‐（、）
と報告されている。
割
本
制
と
郷
村
の
自
治
秩
序
（
澤
登
）
（召使）
人数二○○人と記され、この内、男が子供と召仕を合計して九五人、女が娘と下女を合わせて一○五人
七
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の一部である。
（３）（一一一田領）
｜同領新町村之義、武蔵野江人相由，候新田村、入
原之内新田一一取立、四ヶ村より出相立申候新、
（
寛
文
八
年
四
月
）
Ｃ
二
者苅来り由‐シ、其上弐拾五年以前以前由‐年迄ハ
（
寛
文
八
年
四
月
）
候、然処弐拾五年以前、此形御一局わかり由‐候
付、四ケ村百姓馬草一一困窮可仕と砥憾一一奉存候、
四か村の訴訟の趣旨は次の通りである。’一一か村捧
上
納
し
て
き
た
。
新
た
に
結
成
さ
れ
た
野
組
は
四
か
村
の
人
△
次
の
文
書
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
野
上
村
を
秣
場
入
会
地
の
野
元
と
す
る
大
門
村
・
下
師
岡
村
・
今
寺
村
の
四
か
村
が
、
元
禄
五
年
五
月
、
新
た
に
野
組
を
結
成
し
て
野
上
村
秣
場
入
会
地
を
囲
い
込
ん
だ
箱
根
ヶ
崎
村
を
中
心
と
す
る
一
二
か
村
を
相
手
取
っ
て
起
こ
し
た
訴
訟
書
（泌）
太
郎
右
衛
門
が
割
本
を
勤
め
た
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
二
月
、
一
一
代
目
の
庄
右
衛
門
が
死
去
す
る
前
後
か
ら
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
｜
｜
月
ま
で
の
時
期
と
い
え
る
。
織
部
之
助
が
河
辺
村
の
名
主
に
就
任
し
た
の
は
、
元
和
三
年
（
’
六
一
七
）
一
一
一
（型）
月
で
あ
っ
た
。
下
師
岡
村
へ
の
関
与
は
、
慶
長
一
六
年
（
’
六
一
一
）
二
月
の
新
町
村
の
開
発
の
願
書
提
出
の
段
階
ま
で
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
以
外
の
村
へ
の
関
与
が
、
何
時
の
段
階
か
ら
如
何
な
る
出
来
事
を
契
機
と
し
て
開
始
さ
れ
た
の
か
、
現
在
の
段
階
で
は
詳
普
請
（
道
作
）
役
、
八
王
子
代
官
所
青
梅
陣
屋
の
陣
屋
役
、
幕
領
の
村
に
賦
課
さ
れ
る
高
懸
三
役
の
一
つ
の
六
尺
給
米
な
ど
で
あ
る
。
右
の
記
録
は
、
太
郎
右
衛
門
が
割
本
と
し
て
管
轄
地
域
の
村
に
対
す
る
役
の
割
付
・
賦
課
・
徴
発
・
徴
収
の
実
務
に
あ
た
っ
た
と
い
う
事
実
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
管
轄
地
域
で
の
太
郎
右
衛
門
の
肩
書
に
「
割
本
名
主
」
と
あ
る
文
書
は
一
点
も
見
ら
れ
ず
、
何
も
肩
書
さ
れ
て
な
い
か
、
管
轄
地域の村の「名主」とあるのが全てである。したがって、本稿では、取り敢えず前述した正徳一一一（’七一三）年四月の幕
府
条
々
書
や
右
の
記
録
、
お
よ
び
、
文
書
の
一
肩
書
の
表
記
に
従
い
、
こ
の
穂
の
太
郎
右
衛
門
の
職
務
を
、
割
本
名
主
と
は
せ
ず
に
、
割
本
と
表
と
し
て
も
、
》
らかでない。
示する。 法政
史
学
第
五
十
四
号
（元和二年九月）
村
之
義
、
武
蔵
野
江
人
相
｛
中
候
新
田
村
、
人
相
馬
草
刈
候
義
、
七
十
七
年
以
前
辰
年
、
右
四
ヶ
村
御
本
畑
之
瑚
、
武
蔵
野
芝
田
二
取
立
、
四
ヶ
村
よ
り
出
相
立
申
候
新
田
村
二
御
座
候
、
野
銭
之
義
ハ
、
新
田
村
一
一
御
座
候
間
、
本
村
之
野
銭
ヲ
以
馬
草
（
寛
文
八
年
四
月
）
（
マ
マ
）
甲シ、其上弐拾五年以前以前申年迄ハ、新町村之儀、四ケ村御高之内二て年貢帥ケ耐より取立、御上納｛中上
（
寛
文
八
年
四
月
）
く
く
く
弐
拾
五
年
以
前
、
此
形
御
高
わ
か
り
由
刊
候
、
新
田
之
村
新
町
ヲ
ハ
武
蔵
野
へ
入
、
本
村
四
ヶ
村
を
者
入
申
間
敷
と
申
掠
二
村百姓馬草二困窮可仕と砥憾二奉存候、御慈悲二先規之通、入相馬草取候様一一被為仰付被下候、以上、
の趣旨は次の通りである。’一一か村が囲い込んだ秣場入会地の野銭は、新町村の立村の当初から四か村が
新
た
に
結
成
さ
れ
た
野
組
は
四
か
村
の
入
会
権
へ
の
参
加
を
拒
否
し
た
が
、
野
銭
を
上
納
し
て
き
た
四
か
村
を
野
組
か
ら
除
八
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外するのは根拠がない。幕府の裁許によって四か村の野組への参加による秣場への入会権を公認して貰いたい。このよう
な主張を補足した部分が右の文書なのであるが、割本の成立との関連で注目されるのは次の主張点である。①’二か村の
側に立っている新町村は、本来、四か村の本高に組み込まれていた芝原の地を、元和二年九月、新田として取り立てた村
である。この地は野上村の地先であった。②野銭も、本村である四か村の名義で上納し、これをもって新町村の秣場での
入会権も担保されてきた。③年貢も寛文八年（一六六八）四月の検地までは、四か村の高の内から上納してきた。④だ
が、この検地によって「此形御高わかり申候」となった。すなわち、新町村の村高は、本村の四か村から分離された。新
町村には、四か村の内としてではなく、公法上の法人格をもつ村として独自に年貢・小物成を上納するための土地制度上
の基礎が作られた。新町村にとっての寛文検地は、このような意味において村切検地と呼べる性格をもっていた。
太郎右衛門が割本となったのは、初期から下師岡村・河辺村の名主として義務化されていた年貢や小物成の村請による
上納を基礎とし、これに管轄地であった村に対する役の割付・賦課・徴収・徴発という職務が加えられた点に求めること
ができる。また、これらの点に更に近隣の村からの多くの人作を前提とした新町の立村という契機が加わった点があげら
れよう。四か村が新町の運営や入会地の共同利用を契機に相互に密接な関係を形成しなければならなかったからである。
太郎右衛門は、村と代官所手代との中間にあって村請として義務化された年貢・小物成・役の割付・賦課・徴発・徴収の
事
務
を
お
こ
な
う
と
い
う
中
間
的
な
役
割
・
機
能
を
職
務
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
間
的
な
事
務
機
能
を
職
務
と
す
る
割
本
制
に
は
、
割
本
が、村の名主と割本とを兼職する場合、および、割本と村の名主が別に設定された場合との二つの類型がありうるが、六
か村においては、太郎右衛門が、村の名主と割本を兼職していた。六か村で見られる文書に、名主として太郎右衛門が表
示されていても、割本として表示されたことは現段階までの調査では確認できない。次節以下で検討する太郎右衛門の名
主としての職務も、割本としての職務を背景としながらもあくまで新町村・大門村・河辺村という独立の村の名主として
の
職
務
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
割
本
制
と
郷
村
の
自
治
秩
序
（
澤
登
）
九
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二
割
本
制
と
郷
村
の
自
治
秩
序
１
六
斎
市
と
伝
馬
継
立
村
の
治
安
秩
序
六
斎
市
の
成
立
・
運
営
と
治
安
維
持
の
自
治
秩
序
新
町
村
の
集
落
は
、
立
村
の
段
階
か
ら
南
北
に
走
る
青
梅
街
道
を
中
心
と
し
て
両
側
町
と
し
て
計
画
的
に
造
成
さ
れ
た
。
こ
の
両
側
町
の
集
落
が
新
町
と
称
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
新
町
村
は
当
初
か
ら
両
側
町
と
い
う
都
市
的
な
集
落
Ⅱ
場
・
空
間
を
内
部
に
胎
ん
で
成
立
し
た
。
元
和
二
年
（
’
六
一
六
）
｜
｜
月
、
織
部
之
助
は
、
こ
の
両
側
町
に
市
を
開
設
し
た
。
市
は
当
初
、
七
日
と
一
一
七
日
に
織
部
之
助
の
「
庭
」
で
開
か
れ
た
。
織
部
之
助
は
当
初
、
こ
の
市
を
六
斎
市
へ
と
発
展
さ
せ
よ
う
と
構
想
し
て
い
た
。
市
は
、
太
郎
右
衛
門
が
当
主
と
な
っ
て
か
ら
も
引
き
続
い
て
開
催
さ
れ
た
。
新
町
の
市
は
一
か
月
に
二
回
の
市
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
一
ヶ
月
の
内
、
四
日
を
青
梅
町
、
二
日
を
新
町
が
市
を
開
き
、
両
町
が
一
組
と
な
っ
た
六
斎
市
を
開
催
す
る
と
い
う
取
り
決
め
に
基
づ
い
て
い
た
。
市
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
よ
う
（斎）
一一一一円領之儀ハ、青梅と新町二ｎ先規お〃市ハ、六祭二定り由‐事紛無御坐候、一二田領御年貢・漆・荏納め達候御威之御
番
、
市
場
役
と
被
仰
付
、
青
梅
一
一
而
廿
日
・
新
町
二
而
十
日
っ
出
、
干
今
至
而
勤
申
候
事
、
六
斎
市
の
開
催
日
数
の
比
に
よ
っ
て
八
王
子
代
官
所
青
梅
陣
屋
の
蔵
番
の
負
担
が
あ
っ
た
。
こ
の
蔵
番
は
、
市
場
役
と
称
さ
れ
て
い
た
と
あ
る。青梅町と新町の人々は、市場役を負担することによって市の開催権を獲得したのであった。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
、
三
田
領
の
地
域
で
は
、
青
梅
鴫
と
呼
ば
れ
る
織
物
生
産
が
次
第
に
活
発
と
な
っ
て
い
た
。
木
綿
織
物
生
産
の
展
開
は、商品流通の結節点上字しての市の役割を増大させていく。この結果、青梅町は、従来の四斎の市に加えて新たに八日・
二
八
日
に
市
日
を
定
め
て
六
斎
市
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
新
町
は
、
代
官
高
室
四
郎
兵
衛
に
青
梅
で
新
た
に
開
催
さ
れ
る
市
の
中
止
を
訴
え
出
た
。
新
た
な
市
日
の
設
定
は
、
延
宝
元
年
（
一
六
七
一
一
一
）
二
月
一
九
日
、
高
室
四
郎
兵
衛
に
よ
っ
て
中
止
す
る
旨
の
決
定
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
青
梅
町
は
、
市
の
開
催
日
を
八
日
・
一
一
八
日
か
ら
五
日
・
二
五
日
へ
と
変
更
し
て
六
斎
市
の
開
催
を
試
み
た
。
次
の
文
書
は
、
（汀）
新
町
の
惣
百
姓
が
、
一
目
梅
町
の
五
日
と
一
一
五
日
の
市
の
開
催
中
止
を
求
め
て
代
官
高
室
四
郎
兵
衛
に
差
し
出
し
た
口
上
書
で
あ
る
。
（配）
な役の負担があった。
｜三田領之儀ハ、
番
、
市
場
役
と
鈴
法
政
史
学
第
五
十
四
号
■■■■■■■■■■
○
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に二回（二斎）の市匹（犯）
を一示したものである。
青
梅
町
の
新
た
な
市
日
設
立
は
、
最
初
は
八
日
と
二
八
日
に
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
試
み
が
潰
れ
る
と
青
梅
町
は
再
度
、
五
日
・
一
一
五
日
に
市
日
を
設
定
し
て
六
斎
市
を
お
こ
な
お
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
新
た
な
市
日
の
設
定
は
、
代
官
高
室
四
郎
兵
衛
の
政
策
で
あ
る
と
い
う
触
が一一一田領の村々に流された。しかし、青梅町が新たに市を立てるのであれば、新町が七日と二七日に開催している一か月
に
一
一
回
（
二
斎
）
の
市
は
潰
れ
と
な
っ
て
し
ま
う
。
青
梅
町
の
新
市
を
許
可
し
な
い
で
貰
い
た
い
と
あ
る
。
次
の
文
書
は
、
こ
の
訴
訟
の
結
果
割
本
制
と
郷
村
の
自
治
秩
序
（
濡
登
）
乍
恐
書
付
を
以
御
訴
訟
申
上
候
（延宝元年）
一一円梅二八日・廿八日、新市たて申候二付而御訴訟申上候得者、度々御穿鑿之上、去年霜月十九日二被為仰付候者青梅
新
市
之
義
無
用
仕
、
先
々
之
通
、
青
梅
・
新
町
二
而
壱
ヶ
月
二
六
市
者
御
定
、
双
方
江
被
為
仰
付
、
難
有
奉
存
候
所
一
一
青
梅
衆
わ
か
ま
ｈ
に
五
日
・
廿
五
日
一
一
新
市
立
申
付
而
、
新
町
七
日
・
廿
七
日
、
｜
切
市
立
不
申
、
っ
ふ
れ
二
罷
成
、
迷
惑
仕
候
、
先
従
正
伯
様
御
代
々
被
為
仰
付
候
通
、
青
梅
四
巾
・
新
町
二
市
之
外
、
新
市
た
て
不
申
候
様
二
被
為
仰
付
、
難
有
奉
存
候
、
延
宝
弐
年
新
町
寅
九
月
十
八
日
太
郎
右
衛
門
印
乍
恐
口
上
書
を
以
御
訴
訟
申
上
候
一
青
梅
・
新
町
市
出
入
之
御
訴
訟
、
度
々
御
穿
鑿
被
遊
、
青
梅
古
市
四
市
之
外
、
新
市
無
用
之
由
被
為
仰
付
、
難
有
奉
存
候
処
、
青
梅
之
も
の
わ
か
ま
ｈ
に
、
去
廿
五
日
一
一
新
市
た
て
申
二
付
而
、
青
梅
江
以
使
を
断
仕
候
ヘ
ハ
殿
様
御
意
二
五
日
・
廿
五
日
二
新
市
た
て
申
様
一一と被為仰付候と返事仕、弥谷中村々、御領・私領江ハ殿様御意一一而新市たて申と申触候二付、方々右商売人罷
出
、
大
分
二
見
セ
ヲ
は
り
、
商
売
仕
付
、
新
町
市
っ
ふ
れ
に
罷
成
迷
惑
什
、
御
訴
訟
中
上
候
、
前
々
之
こ
と
く
新
市
立
不
申
様
二
被
為
仰付可被下候御事、
新
町
延
宝
元
年
惣
百
姓
十
一
月
廿
七
日
御
代
官
様
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右
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
延
宝
二
年
（
’
六
七
四
）
九
月
、
青
梅
町
の
新
た
な
市
日
の
設
定
は
代
官
に
よ
っ
て
中
止
が
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
るが、｜方、新町の内部では、｜か月に二回の市を、六斎市にしようとする惣百姓の試みが続けられていた。この結果、
新
町
の
市
は
、
六
斎
市
へ
と
発
展
し
て
い
く
。
だ
が
、
六
斎
市
は
、
織
部
之
助
が
か
っ
て
構
想
し
た
よ
う
な
、
太
郎
右
衛
門
が
市
の
売
場
を
支
配
す
る
運
営
の
在
り
方
と
は
著
し
く
異
な
る
現
実
と
な
っ
て
い
た
。
伊
藤
好
一
氏
の
紹
介
に
よ
れ
ば
、
新
町
の
人
々
は
、
こ
の
六
斎
市
を
め
（羽）
ぐ
っ
て
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
正
月
一
九
日
、
次
の
よ
う
な
定
を
取
り
決
め
た
。
武
州
三
田
領
之
内
新
町
市
定
覚
法
政
史
学
第
五
十
四
号
そ
う
よ
う
之
次
第
（１）｜た
か
み
セ
衆
そ
う
よ
う
（２）｜いもうし衆そ》つよう
（３）｜太物衆そうよう
（４）｜かぞ一元衆そうよう
（５）｜石一元衆そうよう
（６）｜塩一元衆そうよう
（１）一
四
日
七
日
拾
四
日
（２）’拾
九
日
廿
四
、
口
廿
七
日
町
之
も
の
大
小
寄
合
相
談
極
覚
御
代
官
様
市
日
之
覚
同三六四同三
拾拾拾拾
弐四八弐
断文文文断文
十
郎
衛
門
太
郎
兵
衛
惣
百
姓
印印
’一一
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定
は
、
「
市
日
之
覚
」
と
「
そ
う
よ
う
之
次
第
」
に
つ
い
て
の
「
町
之
も
の
大
小
寄
合
相
談
極
覚
」
の
二
点
か
ら
な
っ
て
い
る
。
「市日之覚」では、新町で六斎の市が開催されるにいたったことが示されている。これらの市日は四日・’四日・二四
日・七日・’九日・二七日と変則的であった。市日の内、一九日は本来、｜七日であるべき筈であったが、一七日が青梅
町
の
市
日
と
重
な
る
た
め
に
開
催
日
を
ず
ら
し
て
設
定
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
「そうよう之次第」にある雑用とは費用、これが転じて六斎市を訪れた商人・職人達が露店を開く場所（丁場）Ⅱ売場
（楮）
代の意味だといえる。「たかみせ衆」・「いもうじ衆」は一一一二文、麻や木綿を扱う「太物衆」が四八文、「かぞ売衆」が六四
文、「石売衆」と「塩売衆」が一一三文．「酒売衆」が四八文、塩魚を扱う「あい物衆」や「其外何一一而もミセ売衆」が一一一一一
文
、
旅
籠
の
屋
敷
地
を
使
っ
て
商
売
を
お
こ
な
う
「
ま
き
売
衆
」
と
「
す
ミ
売
衆
」
の
場
所
代
は
「
思
召
」
Ⅱ
気
持
分
だ
け
徴
収
す
る
と
も
あ
割
本
制
と
郷
村
の
自
治
秩
序
（
澤
登
）
（７）一酒一元衆そうよう
四
拾
八
文
（８）｜あ
い
物
衆
そ
う
よ
う
三
拾
弐
文
（９）｜其
外
何
一
一
而
も
ミ
セ
売
衆
は
あ
い
た
い
―
―
て
同
断
（、）｜かぞ一元衆ハ思召寄二
は
た
こ
（、）｜まき売衆思召寄二
は
た
こ
（、）’すミ一元衆思召寄二
同
断
（田）｜はたこ直段食一はい
拾
弐
文
っ
＆
（ｕ）｜荷物、何一一而も預り物之分、少も紛失仕間敷候、若何二而も、うセ申候ハ、、其品々急度調、相渡可申候、
（旧）｜ばくち・諸勝負一切不仕候事、
右
之
趣
、
何
れ
茂
不
残
出
合
相
定
、
書
付
之
通
相
背
申
間
敷
候
、
弥
は
く
ち
の
宿
仕
も
の
御
座
候
ハ
、
、
何
茂
御
相
談
一
一
而
如
何
様
之
御
法
度
に
も
可
被
仰
付
候
、
少
も
御
恨
存
間
敷
候
、
為
後
日
之
連
判
、
佃
如
件
、
延
宝
三
年
乙
卯
正
月
（五二名連印省略）
太
郎
右
衛
門
殿
－
－
￣
￣
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こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。
①
新
町
の
市
は
当
初
、
市
の
売
場
が
織
部
之
助
の
「
庭
」
で
の
み
開
催
さ
れ
、
太
郎
右
衛
門
が
当
主
と
な
っ
て
か
ら
も
、
こ
れ
が
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。
当
初
、
定
期
市
の
年
末
の
市
（
歳
市
）
は
塩
野
仁
左
衛
門
（
吹
上
村
）
・
織
部
之
助
（
下
師
岡
村
）
・
嶋
田
勘
解
巾
左
衛
門
（
下
師
岡
村
）
、
こ
れ
に
藤
橋
村
か
ら
新
町
に
市
の
開
催
権
を
持
参
し
た
福
岡
長
右
衛
門
（
藤
橋
村
年
寄
）
の
屋
敷
地
で
四
年
に
一
度
宛
の
交
代
で
お
こ
な
う
と
決
め
ら
れ
て
い
た
。
六
斎
市
へ
と
発
展
し
た
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
に
よ
っ
て
市
の
場
を
支
配
・
運
営
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
新
町
の
開
発
に
深
く
か
か
わ
っ
た
浪
人
や
地
侍
的
な
百
姓
身
分
の
人
々
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
場
所
代
に
つ
い
て
「
町
之
も
の
大
小
寄
合
相
談
極
覚
」
と
あ
る
よ
う
に
、
町
の
大
小
の
百
姓
が
寄
り
合
い
を
開
い
て
相
談
し
て
決
定
す
る
、
換
言
す
れ
ば
、
市
に
売
場
を
提
供
す
る
大
小
の
百
姓
衆
の
「
寄
合
」
・
「
相
談
」
が
市
の
運
営
権
に
つ
い
て
の
議
事
・
執
行
機
関
へ
と
変
化
し
て
き
た
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。
伊
藤
好
一
氏
は
、
こ
れ
を
か
っ
て
「
土
豪
的
百
姓
に
帰
属
す
る
市
か
ら
脱
皮
し
て
、
村
の
市
、
総
百
姓
の
市
に
性
格
を
変
え
て
い
っ
た
」
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
近
年
で
は
、
杉
森
玲
子
氏
に
よ
る
在
方
市
の
庭
Ⅱ
売
場
に
対
（釦）
す
る
商
人
の
土
地
所
有
の
在
り
方
か
ら
市
場
社
会
で
の
商
品
流
通
の
性
格
を
探
ろ
う
と
す
る
研
究
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
自
治
と
い
う
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
観
点
か
ら
新
町
の
市
を
見
れ
ば
、
市
の
開
設
場
所
や
開
催
・
運
営
に
つ
い
て
四
人
の
有
力
な
人
物
が
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
時
期
が
終
焉
を
迎
え
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
新
町
の
大
小
の
百
姓
身
分
の
人
々
が
、
寛
文
検
地
に
よ
っ
て
公
認
さ
れ
た
屋
敷
地
の
「
庭
」
を
市
の
売
場
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
に
対
す
る
運
営
の
ヘ
ゲ
モ
ー
ー
ー
を
集
団
的
・
共
同
的
な
意
志
と
し
て
掌
握
し
て
い
っ
た
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。
巾
を
め
ぐ
る
新
町
村
名
主
太
郎
右
衛
門
と
大
小
百
姓
衆
と
の
権
限
関
係
は
必
ず
し
も
名
主
が
優
位
で
あ
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
②
市
の
場
で
の
荷
物
や
預
物
が
盗
難
に
遭
う
事
態
を
予
防
す
る
と
い
う
点
、
不
幸
に
も
盗
難
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
盗
品
を
、
運
営
主
体
た
る
大
小
の
百
姓
が
探
し
出
し
て
被
害
者
に
返
却
す
る
と
い
う
点
、
な
ら
び
に
、
市
の
場
で
博
打
や
勝
負
事
が
一
切
お
こ
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
対
処
す
る
と
い
う
点
が
決
議
・
誓
約
さ
れ
て
い
る
。
定
は
、
①
．
②
の
決
定
を
、
名
主
で
あ
る
太
郎
右
衛
門
に
差
し
出
す
と
い
う
形
式
、
す
な
わ
ち
、
請
書
と
い
う
形
式
が
取
ら
れ
て
い
る
。
こ
あった。
ろ
。
特
に
太
物
衆
の
存
在
は
木
綿
鴫
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
実
に
多
様
な
商
人
衆
・
職
人
衆
が
新
町
六
斎
市
を
訪
れ
て
露
店
を
連
ね
て
い
た
点
が
示
さ
れ
、
六
斎
市
の
賑
わ
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
場
所
代
の
徴
収
主
体
は
両
側
町
に
「
庭
」
を
持
つ
大
小
の
百
姓
で
法
政
史
学
第
五
十
四
号
一
四
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風
除
杉
並
木
の
保
全
義
務
と
告
発
の
回
避
新
町
村
は
、
青
梅
街
道
の
青
梅
宿
と
箱
根
ヶ
崎
宿
の
中
継
点
と
し
て
江
戸
城
の
作
事
の
た
め
の
石
灰
（
白
土
）
や
薪
炭
材
の
楊
枝
木
・
茂
木
（犯）
な
ど
の
継
送
の
役
割
・
機
能
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
石
灰
は
江
戸
城
の
壁
材
の
た
め
に
近
隣
の
上
成
木
村
・
北
小
曾
木
村
で
焼
か
れ
、
幕
府
が
買
い
入
れ
た
。
楊
枝
木
や
茂
木
は
、
江
戸
城
の
搗
屋
方
の
竃
や
炉
で
火
を
燃
や
す
の
に
使
う
薪
炭
材
で
、
山
之
根
筋
の
地
域
か
ら
大
量
に
伐
採
さ
れ
て
江
戸
城
へ
運
ば
れ
た
。
青
梅
街
道
に
よ
っ
て
新
町
か
ら
江
戸
へ
向
か
う
次
の
継
立
地
の
箱
根
ヶ
崎
村
ま
で
は
一
里
の
道
程
で
あ
っ
た
が
、
新
町
村
は
、
こ
れ
ら
江
戸
城
の
徴
収
物
資
を
箱
根
ヶ
崎
村
ま
で
駄
賃
輸
送
す
る
公
用
荷
物
の
継
立
村
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
村
内
に
は
（羽）
街
道
に
沿
っ
て
横
一
○
間
・
距
離
一
町
半
の
風
除
の
た
め
の
杉
並
木
が
植
え
ら
れ
て
い
た
。
杉
並
木
は
、
幕
府
の
公
有
林
と
さ
れ
て
い
た
。
次
（弧）
の手形は、この公有林の並木が荒らされて盗難に遭った際の村内での決着・内済を一不す請書である。
の
段
階
で
、
後
述
す
る
よ
う
な
、
正
徳
の
条
々
書
に
示
さ
れ
た
名
主
は
新
町
村
に
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
太
郎
右
衛
門
は
割
本
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
新
町
村
の
名
主
で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
太
郎
右
衛
門
は
新
町
村
の
名
主
と
し
て
大
小
の
百
姓
か
ら
市
の
業
務
遂
行
の
誓
約
を
受
（弧）
け
、
市
の
代
表
と
し
て
の
立
場
を
委
任
さ
れ
た
。
太
郎
右
衛
門
は
、
対
外
的
に
も
新
町
村
に
あ
っ
て
も
、
六
斎
市
の
運
営
に
最
終
的
な
責
任
を
負わねばならない立場にあった。だが、治安秩序の維持をふくむ六斎市の実際の運営は、新町村の大小の百姓身分の人々
であった。この点は、青梅町の新市の中止を求める訴訟でも同様だったといってよい。大小の百姓が、みずからの「庭」
を
市
の
売
場
と
し
、
「
寄
合
」
に
よ
っ
て
「
相
談
」
し
た
結
果
と
し
て
「
そ
う
よ
う
の
次
第
」
に
見
ら
れ
る
売
場
代
を
決
定
し
た
点
を
踏
ま
え
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
売
場
の
運
営
は
大
小
の
百
姓
の
自
治
的
な
業
務
遂
行
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
割
本
制
と
郷
村
の
自
治秩序（澤登）
手
形
之
事
（延宝六年）
｜御並木、去々年迄者町一一て番之ものを仕立、＋
を
何
も
の
候
哉
、
繕
所
々
か
り
こ
ぎ
取
申
二
付
、
名
一一被成置候、此上町中――て一日一夜替二番仕、
も
油
断
仕
間
敷
候
、
若
番
之
内
、
並
木
―
―
て
枝
成
共
（延宝七年）
」ものを仕立、大切二仕候所二去年、右之番之もの相煩罷在候ニレｂ跡々苗木なと御座候
ぎ
取
申
二
付
、
名
主
其
段
被
承
、
き
ひ
し
き
穿
鑿
御
座
候
得
共
、
少
之
儀
一
一
御
座
候
得
者
、
先
其
通
ロー夜替一一番仕、相番之もの等出合、並木之様子見分仕、請取渡シ致、慥二相守、少
（仕）
並
木
二
て
枝
成
共
切
口
御
座
候
ハ
、
、
其
［
ロ
ノ
番
ノ
も
の
、
如
何
様
之
御
支
置
二
被
仰
付
候
共
、
少
￣
壽五
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も
恨
致
ま
し
く
候
、
為
後
日
手
形
、
依
如
件
、
延
宝
八
年
新
町
村
申
ノ
ー
月
八
日
組
頭
次
右
衛
門
（
印
）
助
右
衛
門
（
印
）
里
右
衛
門
（
印
）
八郎左衛門（印）
八郎右衛門（印）
名
主
市
右
衛
門
（
印
）
太
郎
右
衛
門
殿
源
左
衛
門
（
印
）
又
左
衛
門
（
印
）
八
兵
衛
（
印
）
七郎左衛門（印）
惣
百
姓
（
印
）
並
木
に
は
、
警
備
の
た
め
新
町
の
内
の
町
を
単
位
に
当
番
が
指
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
番
人
が
病
気
に
な
っ
て
警
備
が
な
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
の
番
人
が
い
な
く
な
っ
た
時
期
、
並
木
の
苗
木
が
何
者
か
に
よ
っ
て
荒
ら
さ
れ
て
盗
難
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
。
新
町
村
の
名
主
で
あ
る
太
郎
右
衛
門
は
、
厳
し
い
穿
鑿
を
お
こ
な
っ
た
が
、
結
局
、
被
害
が
少
し
だ
っ
た
の
で
、
今
回
は
事
件
と
し
て
取
り
上
げ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
今
後
は
、
相
番
の
町
を
指
定
し
て
町
中
で
昼
夜
の
当
番
体
制
を
整
え
て
警
備
を
厳
重
に
お
こ
な
う
。
苗
木
ば
か
り
で
な
く
並
木
に
少
し
で
も
被
害
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
当
番
を
担
当
し
た
人
物
は
仕
置
の
対
象
と
す
る
と
あ
る
。
こ
の
事
件
と
同
様
の
事
件
は
、
少
な
か
ら
ず
起
こ
っ
た
よ
う
で
、
七
年
後
の
貞
享
四
年
（
’
六
八
七
）
二
月
に
は
、
次
の
よ
う
な
手
形
が
残
（調）
されている。
法
政
史
学
第
五
十
四
号
手
形
之
事
一一ハ
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｜当春御並木一一而杉木枯枝を荒申一一付、御代官様へ御披露可有候由二付而、町内大小之百姓致相談、吟味仕候、自今以
後
者
拾
人
之
組
頭
勤
番
仕
、
｜
切
、
盗
取
不
申
様
二
可
致
候
、
若
伐
盗
申
者
見
出
候
ハ
、
、
早
速
可
申
候
間
、
御
代
官
様
へ
被
仰
上
、
御
下
知
可
申
請
候
、
又
ハ
、
伐
口
御
座
候
ハ
、
、
早
々
町
中
屋
穿
可
仕
候
、
盗
取
申
者
不
申
及
、
其
組
組
頭
・
組
中
迄
、
如
何
様
之
逢
御法度申候仕〈、二一一口之御恨二存間敷候、為後日連判如件、
貞
享
四
年
組
頭
卯
ノ
ー
月
日
七郎右衛門（印）
又
左
衛
門
（
印
）
八
兵
衛
（
印
）
源
左
衛
門
（
印
）
市
右
衛
門
（
印
）
八郎右衛門（印）
八郎左衛門（印）
里
左
衛
門
（
印
）
久
左
衛
門
（
印
）
年
寄
衆
次
右
衛
門
（
印
）
こ
こ
で
も
新
町
村
の
杉
並
木
の
枯
枝
が
盗
難
に
あ
っ
た
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。
犯
人
を
穿
鑿
し
て
代
官
へ
告
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
大
小
の
百
姓
が
寄
合
を
開
い
て
相
談
し
た
。
こ
の
結
果
、
今
後
は
、
’
○
人
の
組
頭
が
交
代
で
勤
番
し
て
並
木
の
盗
難
が
な
い
よ
う
に
警
備
を
す
る
。
盗
難
が
あ
っ
た
場
合
は
町
中
の
家
を
穿
鑿
す
る
。
町
の
中
か
ら
犯
人
が
見
つ
か
っ
た
場
合
に
は
代
官
に
告
発
し
て
処
罰
を
受
け
る
覚
悟
だ
と
表
明
さ
れ
て
い
る
。
「
手
形
之
事
」
は
、
告
発
を
村
内
で
回
避
す
る
内
済
の
た
め
の
請
書
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
このような被害が発生した場合、領主法では、名主や五人組は如何なる対応をしなければならなかったのか。若干、時
（妬）
期
が
下
る
が
、
享
保
五
年
（
一
七
二
○
）
八
月
、
幕
府
代
官
か
ら
新
町
村
に
一
爪
さ
れ
た
条
目
の
覚
書
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
あ
る
。
割
本
制
と
郷
村
の
自
治
秩
序
（
澤
登
）
一
七
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（ｕ）｜盗人を間出申上候者、其もの又者類人あたをなし可巾哉と致遠慮
、中上
候
事相止
申
間敷候
、
右之』
日
こわく
存
候者、
隠密――て書付仕、御下代へ可申上候事、
第
一
○
条
に
よ
れ
ば
、
盗
難
が
あ
っ
た
場
合
、
百
姓
は
、
五
人
組
を
単
位
と
し
て
互
い
に
鳴
物
を
打
ち
鳴
ら
し
て
集
合
し
、
盗
人
を
捕
縛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
捕
縛
し
た
盗
人
は
「
指
上
ヶ
可
申
候
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
第
二
条
の
告
発
の
規
定
に
よ
っ
て
見
る
と
盗
人
は
代
官
所
の
下
代
を
通
じ
て
代
官
へ
差
し
上
げ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
名
主
が
、
盗
人
の
捕
縛
や
告
発
に
つ
い
て
の
権
限
を
幕
府
か
ら
委
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
新
町
村
に
あ
っ
て
も
、
前
掲
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
名
主
に
は
、
杉
並
木
の
厳
重
な
管
理
が
義
務
と
し
て
委
任
さ
れ
て
い
た
。
住
民
の
過
失
で
異
変
が
あ
っ
た
場
合
に
は
厳
し
く
穿
鑿
す
る
と
共
に
、
こ
れ
を
代
官
所
に
告
発
を
す
る
義
務
が
負
わ
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
義
務
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
請
書
に
は
、
今
回
の
事
件
に
関
し
て
名
主
が
告
発
を
見
送
る
代
わ
り
に
、
延
宝
八
年
（
’
六
八
○
）
二
月
八
日
以
後
の
警
備
体
制
を
厳
重
に
す
る
と
い
う
趣
旨
が
書
か
れ
て
お
り
、
前
述
の
五
人
組
帳
前
書
の
条
目
を
無
視
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
請
書
に
は
、
組
頭
次
右
衛
門
以
下
、
両
側
町
の
代
表
者
で
あ
る
九
名
の
組
頭
と
惣
百
姓
が
誓
約
し
て
い
る
。
名
主
と
し
て
の
太
郎
右
衛
門
は
、
幕
府
か
ら
公
有
林
の
管
理
を
委
任
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
｜
方
で
、
こ
の
管
理
は
、
村
の
百
姓
衆
の
日
常
的
な
警
備
へ
の
参
加
や
盗
人
を
捕
縛
す
る
た
め
の
合
意
を
得
て
始
め
て
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
「
手
形
之
事
」
を
解
釈
す
れ
ば
、
手
形
は
形
式
的
に
は
太
郎
公
有
林
に
対
す
る
幕
府
の
管
理
は
厳
重
で
あ
り
、
名
主
に
は
、
公
有
林
の
異
常
を
幕
府
に
告
知
す
る
義
務
が
負
わ
さ
れ
て
い
た
。
右
の
事
件
は
公
有
林
の
単
な
る
破
損
で
は
な
く
、
盗
難
の
可
能
性
が
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
次
の
文
書
は
、
太
郎
右
衛
門
の
管
轄
地
域
と
同
じ
高
室
四
郎
兵
衛
代
官
所
が
管
轄
し
た
高
麗
郡
高
麗
領
高
麗
本
郷
の
宗
旨
人
別
・
五
人
組
改
帳
前
書
の
延
宝
五
年
（
’
六
七
七
）
二
月
の
法
令
を
抜
粋
し
た
（訂）
みものである。
法
政
史
学
第
五
十
四
号
（皿）｜在
々
所
々
盗
人
有
之
時
者
鳴
を
立
、
出
合
、
か
ら
め
と
り
指
上
ヶ
可
申
候
、
左
様
之
時
、
出
〈
ロ
不
申
候
も
の
候
ハ
、
、
御
法
度
二
可
被
（⑬）｜御林有之村々ハ、昼夜心ヲ付、枝葉・下草成辻〈、｜切苅取間敷候、風折・根返り・倒木有之節者早々、木品・間数
仰候事、
書付可差出事、
八
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徒
者
宿
の
取
締
と
六
左
衛
門
の
入
寺
治安維持をめぐる名主の右のような立場は、幕府の公有林の盗難事件だけではなかった。延宝七年（一六七九）一○
月、大門村の六左衛門という人物が、幕府の法度に背いて徒者の宿をするという事件が起こった。この事件の徒者の宿と
い
う
の
が
、
ど
ん
な
実
態
を
さ
す
の
か
、
こ
れ
以
上
の
事
実
関
係
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
こ
の
時
期
の
「
徒
者
」
と
「
宿
」
に
関
す
る
法
令
（犯）
を、前述の一局室四郎兵衛代官所管轄下高麗本郷の五人組帳前書の中から抜き出して見ると次の通りである。
（２）｜当村に盗人・同盗人之宿仕もの無御座候、若他所より盗人かましき者参候者抑へ置可申上候、如何様之礼物を以頼
（怪）
申
候
壮
へ
危
敷
も
の
郷
中
に
隠
置
申
間
敷
候
事
、
（８）｜耕作をも不仕、徒を工、所之さハリに罷成もの候者名主之子に候辻〈、依怡ひいきなく可申上候事、
（皿）｜はくち・ほうひき、其外諸勝負仕候もの候ハ、、無隠可申上候、若我促仕、御法度を用不申、其上左様之時、宿を
（様）
仕もの候ハ、、当人は不及申、其五人組迄、如何之曲事二も可被仰付候事、
徒者については、第八条で、耕作をせずに村の人々の生活に障害となる人物とされているが、これ以上は書かれていな
い。しかし、法度となっている宿については盗人の宿や博打・棒引・「其外諸勝負」が例示されており、これらも幕府代
官所や村・町にとって徒者の行動と認識されていたと考えられる。また、これらについては名主・百姓による捕縛や代官
所への告発が義務づけられている。捕縛は、名主・百姓を中心に実施され、告発は名主の職務として義務づけられてい
た。このような規定は、寛永一四年（一六一一一七）一○月二六日付の「関東中悪党御制禁」についての法令公布を契機とし
●ものだといえるのである。
右衛門の上意下達に対する請書的性格をもちながらも、新町村の名主としての太郎右衛門は、このような村の百姓の総意
にもとづく代表としての立場から幕府法に対応しなければならなかった。太郎右衛門は新町村の中で、こうした百姓衆の
合意をくつがえすだけ社会的・権力的基盤は持ち合わせていなかった。手形は、このような背景の結果として作成された
割
本
制
と
郷
村
の
自
治
秩
序
（
澤
登
）
２
村
の
治
安
と
臼
治
秩
序
一
九
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法
政
史
学
第
五
十
四
号
二○
（羽）
て次第に広く認識されるようになっていったと考えてよい。こうした中で事件は起こったのであるが、次の文聿已は、この
（蛆）
内済・決着を一示した詫手形である。
｜
某
共
組
之
内
六
左
衛
門
、
今
度
御
法
度
之
徒
者
宿
仕
、
下
師
岡
右
改
御
座
候
二
付
而
、
名
主
太
郎
右
衛
門
・
仙
右
衛
門
、
六
左
衛
門
搦
（妙光院）
捕、五人組ハ不及由‐、村中之者二御預ヶ、御手代様迄被仰上候処二報恩寺・塩船寺・宗泉寺・明光院御立合、双方
へ御異見被仰、今度之儀ハ、右之通、村一一指置由‐候様二頻二御意二御座候二依り、大門惣百姓・我々共迄伺御意二、
右
組
由
‐
候
通
、
五
人
組
之
内
二
指
置
申
候
、
以
来
者
主
人
御
座
候
者
、
其
外
如
何
様
成
者
二
も
一
時
之
宿
為
致
申
間
敷
候
、
若
人
宿
仕
候
は
凸
、
当
人
ハ
不
及
申
二
、
組
頭
・
五
人
組
迄
、
何
様
二
御
仕
置
二
被
仰
付
候
共
、
少
も
申
分
仕
間
敷
候
、
為
其
、
組
加
判
致
シ
、
名
主
殿
・
惣
百
姓
衆
へ
手
形
仕
置
候
、
依
如
件
、
延
宝
七
年
大
門
村
未
ノ
十
月
五
日
六
左
衛
門
（
印
）
組
頭
四
郎
左
衛
門
（
印
）
五
人
組
惣
右
衛
門
（
印
）
名
主
太
郎
右
衛
門
殿
同
市
兵
衛
（
印
）
惣
百
姓
衆
同
次
兵
衛
（
印
）
大
門
村
で
も
新
町
村
と
同
じ
よ
う
に
、
正
徳
の
条
々
書
に
示
さ
れ
た
村
限
り
の
名
主
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
存
在
し
た
の
は
下
師
岡
村
の
名
主
で
あ
り
、
割
本
と
し
て
大
門
村
の
名
主
を
兼
帯
し
た
太
郎
右
衛
門
で
あ
っ
た
。
大
門
村
で
村
内
に
居
住
す
る
村
限
り
の
名
主
が
誕
生
す
る
の
は
、
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
二
月
、
太
郎
右
衛
門
が
大
門
村
の
名
主
を
辞
任
す
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
文
書
の
宛
所
は
、
大
門
村
に
居
住
し
て
い
な
い
名
主
の
太
郎
右
衛
門
と
大
門
村
の
「
惣
百
姓
衆
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
て
、
右
の
詫
手
形
に
よ
れ
ば
、
大
門
村
の
六
左
衛
門
は
、
幕
府
の
法
度
に
背
い
て
徒
者
の
宿
を
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
太
郎
右
衛
門
が
下
師
岡
村
の
仙
右
衛
門
以
下
の
百
姓
を
率
い
て
穿
鑿
Ｉ
こ
の
穿
鑿
を
割
本
と
し
て
の
立
場
で
実
施
し
た
の
か
、
大
門
村
の
名
主
と
し
て
の
立
場
で
実
施
し
た
の
か
、
判
然
と
し
な
い
が
ｌ
に
乗
り
出
し
、
六
左
衛
門
を
捕
縛
し
て
し
ま
っ
た
．
こ
の
よ
う
な
中
で
と
り
あ
え
ず
六
左
衛
門
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は
、
五
人
組
預
の
み
な
ら
ず
、
村
預
の
身
の
上
と
な
り
、
次
は
、
代
官
所
の
手
代
へ
告
発
さ
れ
る
と
い
う
段
階
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
報
恩
寺
・
塩
船
寺
・
宗
泉
寺
・
明
光
院
の
四
か
寺
が
、
名
主
・
村
中
の
惣
百
姓
・
五
人
組
と
の
間
に
立
合
人
と
し
て
仲
裁
役
に
入
っ
た
。
報
恩
寺
（
宝
龍
山
）
は
今
寺
村
に
あ
る
天
台
宗
寺
院
で
多
摩
郡
府
中
領
深
大
寺
の
末
寺
、
塩
船
寺
（
西
光
山
）
は
塩
船
村
に
あ
る
新
義
真
言
宗寺院で京都醍醐報恩院の末寺、宗泉寺（藤橋山）は吹上村にある曹洞宗寺院で多摩郡三田領根ケ布村天寧寺の末寺、明
光
院
は
下
師
岡
村
に
あ
る
曹
洞
宗
寺
院
で
多
摩
郡
三
田
領
根
ヶ
布
村
天
寧
寺
の
末
寺
で
あ
る
。
宗
泉
寺
と
明
光
院
は
曹
洞
宗
で
共
に
天
寧
寺
の
末寺であるが、報恩寺は天台宗、塩船寺は新義真言宗の寺院である。このように教派的には一一一つの異なった宗門の寺院が
共
同
し
て
仲
裁
役
と
な
っ
て
お
り
、
四
か
寺
の
仲
裁
や
後
述
す
る
人
寺
の
慣
行
が
宗
門
的
な
教
義
に
根
拠
を
お
く
と
は
考
え
が
た
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
な
ぜ
、
四
か
寺
が
仲
裁
役
と
な
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
何
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。
こ
こ
で
は
大
門
村
の
村
内
に
寺
院
が
な
か
っ
た
点
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
大
門
村
の
東
が
、
報
恩
寺
の
あ
る
今
寺
村
、
西
が
野
上
村
と
宗
泉
寺
の
あ
る
吹
上
村
、
北
が
塩
船
寺
の
あ
る
塩
船
村
に
接
し
て
い
た
。
明
光
院
（
妙
光
院
）
の
あ
る
下
師
岡
村
も
、
西
が
野
上
村
、
南
が
吹
上
村
に
接
し
て
お
り
、
大
門
村
に
と
っ
て
は
隣
村
で
あ
る
野
上
村
・
吹
上
村
の
隣
に
位
置
す
る
。
大
門
村
の
人
々
は
、
み
ず
か
ら
の
村
に
檀
那
寺
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
近
隣
の
村
に
檀
那
寺
を
求
め
なければならなかった。このような事情から六左衛門も、これら四か寺の内の一か寺の檀那であった可
能
性
が
高
い
。
塩
船
寺
（
塩
船
村
）
と
宗
泉
寺
（
吹
上
村
）
は
野
上
郷
で
も
あ
り
、
ま
た
、
大
門
村
は
元
来
は
塩
船
村
と
一
村
で
、
塩
船
村
を
（似）
構
成
し
た
小
集
落
と
し
て
の
小
名
が
自
立
し
て
村
に
な
っ
た
と
調
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
四
か
寺
が
仲
裁
役
と
な
り
え
た
の
は
、
ど
の
寺
院
も
大
門
村
の
近
隣
に
あ
る
と
い
う
地
縁
関
係
と
深
く
関
連
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
え
る
。
四か寺の解決案は、今回に限って六左衛門を告発せず、村に差し置くべきだという内容であった。四か寺は、このよう
な趣旨に沿って名主と村中の百姓を説得したとある。この結果、五人組では、四か寺の見解を尊重し、村内で内済とする
意見にまとまり、詫手形という形式をとって名主と惣百姓衆が代官所へ六左衛門を告発する処置を回避するように求めた。
六
左
衛
門
と
五
人
組
の
要
望
は
名
主
と
大
門
村
の
百
姓
中
に
よ
っ
て
諒
承
・
合
意
さ
れ
、
こ
の
結
果
、
内
済
と
な
っ
て
右
の
詫
手
形
が
差
し
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
大
門
村
名
主
の
立
場
と
し
て
の
太
郎
右
衛
門
に
よ
る
六
左
衛
門
の
代
官
へ
の
告
発
の
回
避
に
は
、
四
か
寺
の
仲
裁
と
見
解
お
よ
割
本
制
と
郷
村
の
自
治
秩
序
（
澤
登
）
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一今度、大門村之内、市嶋之六左衛門と申者、背御法度迄、徒者之宿仕候二付而、預御穿鑿｜｜、及難儀候故、拙僧共
立相、同所之名主殿・傍輩衆へ詫言申入候由――て、皆々相談之上、御免被成、拙僧共二六左衛門御預り置被成候、
自今以後、於此先二如何様之悪事出来仕候共、少も何連もヘハ難題二掛不申、拙僧共埒明ヶ、其方ヘハ為構申間敷
候
、
為
後
日
、
連
判
手
形
、
依
如
件
、
延
宝
七
年
吹
上
村
未
ノ
十
月
五
日
宗泉村（印）
師
岡
村
明光院（印）
今
寺
村
名
主
太
郎
右
衛
門
殿
報恩寺（印）
大
門
村
御
百
姓
中
塩
船
村
参
塩船寺（印）
六左衛門が法度に背いて徒者のまいる宿をしたが、太郎右衛門から穿鑿を受けて難儀している。そこで四か寺が名主の
太郎右衛門と大門村の百姓衆に詫言を申し入れた。そして、「皆々相談之上、御免被成、拙僧共二六左衛門御預り置被成
候」とある。ここでの「御免被成」というのは代官への告発を赦すという意味である。四か寺は六左衛門を寺院で預かる
という方法によって救済したのであった。このような寺預は、村の人々の立場からは人寺と称され、江戸時代の社会に広
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
び村内での内済の重要な契機となった。しかし、六左衛門の救済は、四か寺の口頭での説得、および、これに基づく村の
百姓衆による漠然とした総意のみによって実現されたのではなかった。次の文書は、四か寺から名主太郎右衛門と大門村
（妃）
の百姓中に出された手形であるが、この中に六左衛門の処遇を約した内容が明一水されている。
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入
寺
と
名
主
・
五
人
組
入寺をめぐる慣習法は、大門村ばかりでなく、野上郷の村々でも広く存在していたといえる。比較的時期の近い事例と
（頓）
し
て
は
下
師
岡
村
で
の
事
例
が
あ
る
。
一
兀
禄
三
年
（
’
六
九
○
）
｜
｜
月
、
下
師
岡
村
の
安
兵
衛
と
い
う
人
物
が
「
手
あ
や
ま
ち
」
に
よ
っ
て
江
戸
時
代
の
人
寺
と
い
う
慣
習
法
の
世
界
を
精
力
的
に
析
出
・
検
討
さ
れ
て
い
る
佐
藤
孝
之
氏
に
よ
れ
ば
、
従
来
、
寺
院
の
持
つ
ア
ジ
ー
ル
と
し
て
の
実
態
は
、
戦
国
時
代
を
も
っ
て
終
焉
す
る
と
評
価
さ
れ
、
そ
れ
は
満
徳
寺
（
上
州
新
田
郡
徳
川
郷
）
や
東
慶
寺
（
鎌
倉
松
葉
ヶ
谷
）
といった駆込寺・縁切寺のみに継承されたと観念されがちであったが、しかし、武蔵・上野・駿河・遠江・伊豆の人寺の
（蛆）
慣
行
を
見
る
と
寺
院
の
ア
ジ
ー
ル
と
し
て
の
性
格
は
江
戸
時
代
に
も
脈
々
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
事
例
を
基
礎
と
し
て
氏
は
、
江
戸
時
代
の
人
々
の
人
寺
を
、
ａ
火
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
家
屋
の
火
元
と
な
っ
た
人
々
の
人
寺
、
ｂ
火
災
の
火
元
以
外
の
理
由
に
よ
る
人
寺
と
に
分
け
、
ｂ
を
、
①
謝
罪
・
謹
慎
の
意
志
表
示
と
し
て
の
人
寺
、
②
村
の
制
裁
と
し
て
の
人
寺
、
③
救
済
手
段
と
し
て
の
人
寺
の三種類に分類された。①と②は、類焼火災の火元以外の犯罪を犯した人々を対象とした人寺、③は、社会の中でさまざ
ま
な
制
約
や
抑
圧
に
苦
し
む
人
々
の
緊
急
避
難
と
し
て
の
人
寺
と
い
っ
て
も
よ
い
。
当
時
の
人
々
は
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
な
制
約
・
困
難
か
ら
一
時
的
に
寺
院
や
神
社
に
避
難
し
、
安
全
で
平
和
な
生
活
の
回
復
・
復
活
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
家
屋
の
類
焼
し
た
火
災
の
火
元
と
な
っ
た
人
々
の
人
寺
に
つ
い
て
は
、
幕
藩
領
主
の
制
定
法
と
し
て
取
り
込
ま
れ
て
い
く
が
、
ｂ
の
①
か
ら
③
に
つ
い
て
の
人
寺
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
町
や
村
の
制
定
法
と
し
て
の
村
法
・
村
徒
、
あ
る
い
は
、
ま
た
、
慣
習
法
と
し
て
江
戸
時
代
を
通
じ
て
存
在
し
た
と
い
う
。
ア
ジ
ー
ル
（
シ
昌
一
）
は
、
世
俗
の
世
界
か
ら
遮
断
さ
れ
た
不
則
侵
の
聖
な
る
場
所
、
平
和
領
域
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
空
間
的
に
は
、
寺
院
・
（“）
山
林
・
自
治
都
市
な
ど
が
ア
ジ
ー
ル
と
な
る
場
所
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
江
戸
時
代
ま
で
脈
々
と
し
て
存
在
し
た
人
寺
と
い
う
慣
習
法
は
、
右
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
様
々
な
犯
罪
を
犯
し
た
人
々
が
、
み
ず
か
ら
の
所
属
す
る
共
同
体
に
対
し
て
謹
慎
・
謝
罪
し
、
共
同
体
も、また、これらの人々に寺院という避難所での謹慎をもって制裁とした。当時の人々は、このことによって領主法への
告
発
か
ら
救
済
さ
れ
た
。
寺
院
や
神
社
と
い
う
聖
域
は
、
こ
の
た
め
の
避
難
所
と
し
て
数
多
く
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
慣
習
法
と
し
て
の
入
寺
割
本
制
と
郷
村
の
自
治
秩
序
（
深
登
）
￣
＝
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春
日
明
神
と
郷
村
の
宗
教
儀
礼
人寺の慣習は、当時の人々と寺院との習俗的・習律的な救済への観念に支えられた社会秩序を構成していたが、人々の
救済への観念と寺院とを媒介するのが神社であった。春日明神は、野上郷四か村の総鎮守であった。春日明神の別当寺は
野上村の神照寺であった。野上郷の人々は誕生から死に至る数々の通過儀礼を、野上郷四か村の神社や寺院でおこなった
が
、
こ
れ
ら
人
々
の
意
識
を
総
括
す
る
の
が
野
上
郷
の
総
鎮
守
と
し
て
の
春
日
明
神
と
別
当
神
照
寺
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
春
日
明
神
は
、
江
戸
幕
府
の
作
製
し
た
地
誌
で
あ
る
『
新
編
武
蔵
風
士
記
稿
』
の
野
上
村
春
日
明
神
社
の
項
の
割
註
に
よ
れ
ば
、
社
殿
は
家を焼失させるという事件が起こった。村による代官への告発を恐れた安兵衛は、菩提寺の妙光院に「欠入」って人寺し
た。佐藤孝之氏の分類によれば火元人寺といえる。この後、村中の「長百姓」としての年寄と組頭が立ち会って相談し
た。この結果、本来ならば「手あやまち」なので代官へ「披露」すべきであるが、類焼もなかったので「御代官様迄御訴
之
義
御
免
被
成
」
と
代
官
へ
の
告
発
の
回
避
が
決
定
さ
れ
、
安
兵
衛
の
救
済
が
な
さ
れ
て
い
る
。
大門村六左衛門の徒者の宿をめぐる人寺も、六左衛門の側から見れば、僧侶に預けられるという人寺の形式をとって謹
慎し、村中の百姓に謝罪をするという内容を持っていた。また、村の人々の側からすれば、人寺させることによって謹慎
を強制するという制裁の意義を持ったものといえる。また、謝罪・謹慎・制裁を、村が、百姓全体の意志として実施し、
こ
れ
に
よ
っ
て
名
主
太
郎
右
衛
門
が
、
六
左
衛
門
を
代
官
所
に
告
発
す
る
こ
と
を
、
事
前
に
回
避
・
救
済
さ
せ
る
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
た。名主・五人組制度は、幕府法上で徒者や徒者の宿をした人物の穿鑿・捕縛と告発とを義務づけていた。しかし、人寺
（妬）
による慣習法の存在は、六左衛門を告発するか、入寺させて回避するか、という選択権を、この五人組制度の規定にも拘
わらず、大門村の人々に保持させていたといえる。それは、また、大門村の人々が、こうした問題にどのように対処する
のかという自主決定権を持っていたといってもよい。この意味で幕府の統治の原理が五人組制度を通じて末端の地域共同
（仰）
体
を
徹
底
し
て
緊
縛
し
た
と
い
う
理
解
は
、
妥
当
と
は
い
え
な
い
。
名
主
と
し
て
の
委
任
を
受
け
た
太
郎
右
衛
門
は
、
こ
の
よ
う
な
慣
習
法
に
基
づ
く
大
門
村
の
人
々
の
、
主
決
定
権
・
選
択
権
を
前
提
と
し
て
職
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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これ以後、本稿が主として対象とした時期には春日明神の作事・造営に関する史料は見られないが、しかし、享保一四
（卯）
年（一七二九）一○月には春日明神前身鳥居の造営がなされた。次の棟札は、この造営事情の一端を一不す。
棟
札
は
、
建
築
儀
礼
と
し
て
の
棟
上
式
の
際
に
棟
木
に
打
ち
付
け
ら
れ
る
札
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
下
師
岡
村
太
郎
右
衛
門
と
吹
上
村
塩
野
喜
右
衛
門
が
本
願
主
と
な
っ
て
「
野
上
春
日
大
明
神
」
の
社
殿
を
造
営
し
た
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。
慶
安
元
年
二
月
は
、
庄
右
衛
門
が
没
して二年目で三回忌にあたる。このような本願主としての考えられる理由を差し引いても、本願主として銘記されるため
には社殿造営に多大の経済的な貢献がなければならない。この段階では、吉野家の家督を継承した太郎右衛門が、村内ば
かりでなく、野上村・人門村といった野上郷中の管轄地域の中で割本として経済的・社会的に隔絶した地位にあった点が
．間四方餘の小社なり」とあって下師岡村との堺にあるが、「野上・吹上・師岡・大門、四村の鎮守なり」と記されてい
る。また、寛永一五年（’六一一一八）五月の棟札があって社領も二石が朱印地として附せられている。社前には鳥居が設け
（妃）
ら
れ
、
例
祭
は
毎
年
九
月
一
九
日
だ
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
四
か
村
は
、
野
上
村
の
春
日
明
神
を
総
鎮
守
と
し
て
祭
祀
儀
礼
を
執
行
し
て
お
り、このための慣習的宗教共同体を構成していたが、この宗教儀礼を執行するための場・空間として鳥居や社殿という宗
（い）
教施設を維持していた。次の史料は、慶安元年（一六四八）｜｜月一二日の墨書銘をもつ春日明神の棟札である。
か
り
で
な
く
、
啄
示されている。
（梵字）
棟札は、建塗
割
本
制
と
郷
村
の
自
治
秩
序
（
澤
登
）
〈裏面〉
〈表面〉（梵字）
別
当
神
照
寺
本
願
吉
野
太
郎
右
衛
門
殿
同
塩
野
喜
右
衛
門
殿
願
主
（
梵
字
）
奉
建
立
野
上
春
日
大
明
神
御
社
殿
成
就
満
足
牧
慶安元訓天霜月三日大工吉沢藤兵衛
敬
白
願
以
此
功
徳
普
及
於
一
切
我
等
与
衆
生
皆
来
成
仏
道
而
巳
一
一
五
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南
方
設
抵
噌
電
王
北
方
蘓
多
末
尼
電
王
春日明神の別当寺は、野上村にある新義真言宗の神照寺（塩船村塩船寺末寺）で本尊に十一面観音を安置していたが、
春日明神には、寛永の段階で釈迦如来が祀られていた。享保の前身鳥居の造営は、寛永一五年（’六三八）五月朔日に次
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〈表面〉
享保十四己酉龍下師岡
村
氏
子
中
聖
主
天
中
天
迦
陵
頻
伽
聲
武
州
多
摩
郡
野
上
村
別
当
神
照
寺
大
門
村
氏
子
中
（梵字）
令
法
久
住
利
益
人
天
（梵字）奉造立春日大明神華表為
助
成
之
檀
越
自
他
平
等
現
当
安
楽
他
供
養
導
師
塩
船
法
印
慈
海
（梵字）
天
下
泰
平
国
士
安
全
野
上
村
氏
子
中
哀
感
衆
生
者
我
等
今
敬
礼
同
国
同
郡
大
柳
村
大
工
張
海
次
郎
兵
衛
吹
上
村
氏
子
中
〈裏面〉東方
阿
掲
多
電
王
西
方
、
若
末
法
世
人
長
調
此
真
言
（梵
字
刀
兵
不
能
害
水
火
不
焚
漂
西
方
主
多
電
王
字
）
華
表
供
養
十
月
廿
三
日
谷
野
村
上
黒
沢
村木
挽
宮
川
善
兵
衛
次
木
長
右
衛
門
惣
左
衛
門
五
郎
兵
衛
柳
下
仁
左
衛
門
’一一ハ
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ぐ
造
営
で
あ
っ
た
。
寛
永
造
営
の
棟
札
に
は
、
野
上
郷
四
か
村
の
一
八
名
の
。
結
之
檀
那
衆
」
の
筆
頭
の
大
施
主
と
し
て
吉
野
織
部
之
助
の
名
前
が
見
え
る
。
織
部
之
助
を
中
心
と
す
る
野
上
郷
の
人
々
は
、
．
結
之
檀
那
衆
」
と
墨
書
さ
れ
る
よ
う
な
地
域
的
・
宗
教
的
な
結
合
に
よ
る
共
同
体
に
よ
っ
て
春
日
明
神
に
安
置
さ
れ
た
釈
迦
如
来
の
前
身
鳥
居
を
造
立
し
た
。
そ
し
て
、
五
月
朔
日
、
日
待
を
設
定
し
て
鳥
居
の
開
眼
供養をおこなった。導師は神照寺の僧侶である智賢法印であった。
享
保
の
造
営
は
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
を
継
受
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
造
立
の
主
体
が
、
寛
永
・
慶
安
の
段
階
の
よ
う
に
、
吉
野
家
の
当
主
で
あ
る
彦
右
衛
門
（
庄
右
衛
門
）
が
中
心
な
の
で
は
な
く
、
下
師
岡
村
・
人
門
村
・
野
上
村
の
「
氏
子
中
」
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
導
師
は
神
照
寺
の
本
寺
で
あ
る
塩
船
寺
の
僧
侶
慈
海
で
あ
っ
た
。
郷
の
総
鎮
守
で
あ
っ
た
春
日
明
神
の
祭
儀
を
め
ぐる慣習的宗教共同体も、また、割本制の消滅と村に居住する村限り名主・村役人の選出による村政運営に対応して吉野
家
を
中
心
と
し
た
運
営
か
ら
村
の
氏
子
中
を
主
体
・
単
位
と
し
た
合
議
体
に
よ
る
運
営
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
だ
が
、
春
日
明
神
を
め
ぐ
る
宗
教
儀
礼
は
別
当
寺
の
神
照
寺
な
ら
び
に
本
寺
の
塩
船
寺
に
よ
っ
て
変
る
こ
と
な
く
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。
野
上
郷
の
産
士
神
・
総
鎮
守
と
し
て
の
春
日
明
神
は
、
野
上
郷
四
か
村
の
人
々
の
誕
生
か
ら
死
に
至
る
数
々
の
通
過
儀
礼
を
意
識
の
上
で
も
総
括
す
る
神
社
と
い
え
た
が
、
こ
の
よ
う
な
宗
教
儀
礼
は
神
照
寺
を
中
心
と
す
る
寺
院
の
僧
侶
を
導
師
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
人
々
は
、
産
士
神
を
ま
つ
る
神
社
と
仏
教
と
の
習
合
に
よ
っ
て
自
律
的
・
慣
習
的
な
儀
礼
秩
序
を
形
成
さ
せ
る
と
共
に
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
た
慣
習
的
な
社
会
秩
序
を
生
み
出
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
秩
序
は
、
享
保
段
階
の
棟
札
や
毎
年
九
月
、
獅
子
舞
の
奉
納
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
例
祭
の
継
続
（Ⅲ）
か
．
ｂ
春
日
明
神
の
宗
教
儀
礼
の
主
体
が
、
村
の
「
氏
子
中
」
と
な
っ
て
も
維
持
さ
れ
て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
元禄元年（’六八八）｜｜月、太郎右衛門は、河辺村・野上村・大門村・今寺村・下師岡・新町村の名主を辞任する。
同
時
に
村
々
で
は
新
し
い
名
主
が
選
出
さ
れ
た
。
こ
の
名
主
の
交
代
劇
に
際
し
て
は
、
村
の
納
税
管
理
に
関
す
る
文
書
類
の
引
継
が
お
こ
な
わ
村
限
り
の
名
主
と
文
書
管
理
割
本
制
と
郷
村
の
自
治
秩
序
（
澤
登
）
二
村
の
自
治
と
割
本
制
の
消
滅
１
名
主
役
の
交
代
と
村
の
文
書
管
理
１
割
本
の
消
滅
Ｉ
二
七
Hosei University Repository
請
取
手
形
之
事
一武州三田領之内、新町村御水帳、寛文八年之御縄御帳六冊内壱冊ハ同領新田分、名寄帳四冊、是ハ天和三年亥之年
（
延
宝
四
年
）
（
貞
享
四
年
）
認有来り候通、御割付拾二本、日疋ハ辰之年より卯之年迄之分、
右之通、不残請取申所、紛無御座候、為其名主・組頭致加判、請取申候、佃如件、
元
禄
元
年
新
町
村
辰
十
一
月
十
一
日
名
主
十
郎
右
衛
門
（
印
）
組
頭
市
右
衛
門
（
印
）
組
頭
次
右
衛
門
（
印
）
源
左
衛
門
（
印
）
久
左
衛
門
（
印
）
又
左
衛
門
（
印
）
里
左
衛
門
（
印
）
太
郎
右
衛
門
殿
七郎左衛門（印）
八郎左衛門（印）
七郎右衛門（印）
八郎右衛門（印）
これによれば、新町村の名主十郎右衛門と組頭二名・百姓八名が連署して下師岡村の太郎右衛門に村の管理に関すべき
文書を受け取った旨の請取手形を差し出している。また、前掲した延宝八年（一六八○）二月の「手形之事」にも見られ
るように、新町村の名主は下師岡村の太郎右衛門が兼務していたのであり、新町村には、村内に居住する村限りの名主が
存在しなかった。新町村の、幕府代官からの年貢割付状の宛所は従来、太郎右衛門だったのであり、ここで初めて組頭に
（皿）
れた。 法
政
史
学
第
五
十
四
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請
取
手
形
之
事
一御水帳
三冊
一名寄帳
三冊
是ハ（磐瀝爬謹ピニ御座候
一御割付
拾
三
本
右之御帳、不残請取申所、慥二実正也、為後日之佃如件、
元
禄
元
年
川
辺
村
辰
十
一
月
十
一
日
名
主
利
右
衛
門
（
印
）
同
断
七
郎
右
衛
門
（
印
）
組
頭
十
右
衛
門
（
印
）
下
師
岡
村
同
次
郎
左
衛
門
（
印
）
吉
野
太
郎
右
衛
門
殿
同
惣
右
衛
門
（
印
）
同
断
与
惣
右
衛
門
（
印
）
こ
こ
で
も
河
辺
村
の
名
主
利
右
衛
門
・
七
郎
右
衛
門
と
四
名
の
組
頭
が
連
署
し
、
下
師
岡
村
の
太
郎
右
衛
門
に
村
の
管
理
に
関
す
る
文
書
を
受
け
取
っ
た
旨
の
手
形
を
差
し
出
し
て
い
る
。
引
継
文
書
は
、
新
町
村
と
同
じ
く
水
帳
・
名
寄
帳
・
年
貢
割
付
状
の
一
一
一
種
類
で
あ
る
。
河
辺
村
（岡）
受け取った文聿日である。
代
わ
っ
て
正
徳
の
条
々
書
に
見
え
る
「
村
限
り
之
名
主
」
が
文
書
の
な
か
に
現
れ
て
く
る
。
名
主
の
十
郎
右
衛
門
は
新
町
村
で
太
郎
右
衛
門
以
外
に
初
め
て
名
主
の
一
肩
書
を
得
た
人
物
だ
っ
た
。
新
町
村
で
の
村
限
り
の
名
主
の
誕
生
と
も
い
っ
て
よ
い
。
受
け
取
っ
た
文
書
は
水
帳
・
名
寄
帳
・
年
貢
割
付
状
の
三
種
類
で
あ
っ
た
。
新
町
村
に
と
っ
て
太
郎
右
衛
門
の
名
主
役
辞
任
は
、
村
内
か
ら
選
出
さ
れ
た
村
限
り
の
名
主
に
よ
る
初めての村政運営の開始を意味していたのである。
ま
た
、
次
の
請
取
手
形
は
、
新
町
村
と
同
じ
時
期
、
太
郎
右
衛
門
が
河
辺
村
の
名
主
役
を
辞
任
し
た
際
に
、
河
辺
村
の
新
た
な
村
役
人
か
ら
割
本
制
と
郷
村
の
自
治
秩
序
（
澤
登
）
一
一
九
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は元和二年（’六一六）三月、村方騒動によって従来の名主が罷免され、織部之助が高室金兵衛昌重から名主役に任命さ
れた。以来、庄右衛門・太郎右衛門と七一年の間、下師岡村の吉野家が名主役を兼務し、村内から村限りの名主が選出さ
れて村政運営にあたることはなかった。しかし、ここでも新町村と同様、元禄元年（一六八八）｜｜月をもって村内から
選出された名主が太郎右衛門から村方管理の基本台帳である水帳と名寄帳、ならびに、年貢割付状を受け取り、新たなる
村
政
運
営
を
開
始
し
て
い
っ
た
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ところで、この時、太郎右衛門が引き渡した水帳には印判が押されていなかった。河辺村では、この後の享保一七年
（’七三一一）｜｜｜月、代官荻原源八郎乗秀によって地改が実施されたが、この時、この点をめぐって水帳の真偽をめぐる村
方出入が起こっている。この時、吉野彦右衛門が荻原乗秀の手附・手代高林忠蔵・長谷川茂吉に差し出した書付は、寛文
（皿）
八年（’六六八）四月の検地から太郎右衛門が名主役を辞任した時点までの事情が一示されていて興味深い。
乍
恐
以
書
付
申
上
候
（１）｜此度河辺村地所御改二付、我等方二古水帳所持仕候由、各様、右御帳面差上ヶ申様、御書付被下置候、右帳面之
儀、先年私親太郎右衛門河辺村名主仕候節、六拾五年以前寛文八申年御検地御水帳、我等方所持仕候所二右太郎右
（
元
禄
元
年
十
一
月
）
（利）
（右衛門）
衛門、河辺村名主役差上候二付、四拾五年以前辰年、跡名主里右衛門・七郎兵衛、右両人江古水帳井名寄帳相渡候
間、右渡候外、私方二水帳無御座候、
（２）｜右之通相渡、河辺村御座候古水帳ヲ以御検地之剛、新二名寄仕立、御年貢御上納仕来り申候、然処ニ河辺村十兵衛
兼而申候ハ、御水帳二御判無御座候由申候、右相渡候古水帳二御判無御座候儀ハ、河辺村二不限、新町村・根ヶ布
村・上師岡村・下師岡村・野上村・大門村・今寺村・吹上村・塩船村・谷野村・木野下村・黒沢村・南小曽木村・
（一畠）
（辺）
留岡村・河部村、右拾五ヶ村御水帳二御判無御座候、依之、河辺村御水帳二も御判無御座候得赴く、正実之御水帳二
紛無御座候、右申上候通、古水帳・名寄帳相渡候二付、外私方二御水帳無御座候、依之、御水帳所持不仕訳、右之
通書付差上ヶ申候、以上、
多
麻
郡
法
政
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と
こ
ろ
で
、
近
年
、
史
料
管
理
学
を
視
点
と
し
て
江
戸
時
代
の
中
・
後
期
か
ら
幕
末
期
の
村
の
文
書
管
理
史
に
関
す
る
研
究
が
、
従
来
の
村
政
史
研
究
に
新
た
な
知
見
を
加
え
つ
つ
あ
る
。
だ
が
、
大
庄
屋
・
割
本
・
惣
代
制
と
拘
わ
っ
て
記
録
・
文
書
の
作
成
・
授
受
・
管
理
を
論
じ
た
論
稿
は
皆
無
に
等
し
か
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
佐
藤
孝
之
氏
は
、
遠
江
北
部
の
阿
多
古
領
・
犬
居
領
・
三
倉
領
の
幕
領
地
域
を
事
例
に
次
の
よ
（貼紙）
「御水帳二御判無之段、川辺村出入之節、御吟味一一付、彦右衛門差上候書付之控、此書付不可捨」
第
二
条
目
に
よ
れ
ば
、
地
改
に
際
し
て
河
辺
村
の
十
兵
衛
と
い
う
人
物
が
、
河
辺
村
の
古
水
帳
に
は
印
判
が
押
さ
れ
て
い
な
い
の
で
信
用
で
き
な
い
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
十
兵
衛
の
主
張
の
背
景
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
河
辺
村
の
古
水
帳
は
写
本
で
あ
り
、
こ
れ
と
は
別
に
印
判
の
押
さ
れ
た
正
本
の
台
帳
が
あ
る
筈
だ
と
結
論
さ
れ
、
河
辺
村
か
ら
水
帳
は
太
郎
右
衛
門
の
子
で
あ
る
彦
右
衛
門
が
所
持
し
て
い
る
筈
であると荻原乗秀に伝えられた。荻原乗秀は、手附・手代の高林忠蔵・長谷川茂吉を派遣するので、両人へ古水帳の正本
を
差
し
出
せ
と
彦
右
衛
門
に
命
じ
た
。
こ
れ
に
応
え
て
彦
右
衛
門
か
ら
両
人
に
差
し
出
さ
れ
た
文
書
が
右
の
書
付
で
あ
る
。
彦
右
衛
門
の
主
張
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
寛
文
八
年
（
’
六
六
八
）
四
日
旦
別
後
に
実
施
さ
れ
た
検
地
の
一
五
か
村
の
古
水
帳
は
、
河
辺
村
に
限
ら
ず
、
全
て
印
判
は
押
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
名
寄
帳
を
作
成
し
、
年
貢
を
上
納
し
て
き
た
わ
け
で
、
印
判
は
押
さ
れ
て
い
な
い
が
「
正
実
之
御
水
帳
一
一
紛
無
御
座
候
」
と
河
辺
村
の
管
理
す
る
古
水
帳
が
紛
れ
も
な
く
正
本
で
あ
る
。
②
父
親
の
太
郎
右
衛
門
は
、
寛
文
八
年
四
月
の
検
地
以
後
も
河
辺
村
の
名
主
で
あ
っ
た
の
で
古
水
帳
を
所
持
・
管
理
し
て
い
た
。
し
か
し
、
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
一
一
月
、
名
主
役
を
辞
任
し
、
こ
れ
と
交
代
し
て
利
右
衛
門
・
七
郎
右
衛
門
が
名
主
役
に
な
っ
た
。
こ
の
時
、
「
右
両
人
江
古
水
帳
井
名
寄
帳
相
渡
候
間
、
右
渡
候
外
、
私
万
一
一
水
帳
無
御
座
候
」
と
い
う
事
情
を
上
申
し
て
い
る
。
（弱）
》っに聿覗じる。
北
遠
の
幕
領
地
域
で
は
寛
文
・
延
宝
の
総
検
地
を
画
期
と
し
て
代
官
の
統
治
が
手
代
・
下
代
と
呼
ば
れ
た
在
地
手
代
制
か
ら
大
庄
屋
制
へ
と
文
書
管
理
権
の
転
換
ところで、近年、
割
本
制
と
郷
村
の
自
治
秩
序
（
澤
登
）
享
保
十
七
年
子
三
月
高
林
忠
蔵
殿
長
谷
川
茂
吉
殿
下
師
岡
村
名
主
彦
右
衛
門
一
一
二
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野
上
郷
を
中
心
と
す
る
割
本
太
郎
右
衛
門
の
管
轄
地
域
の
村
で
は
、
割
本
の
辞
任
に
よ
る
消
滅
と
共
に
、
村
内
か
ら
選
出
さ
れ
た
村
限
り
の
名
主
が
誕
生
し
た
。
同
時
に
、
検
地
帳
・
名
寄
帳
・
年
貢
割
付
状
と
い
う
村
請
制
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
基
本
台
帳
が
村
の
名
主
に
移
管
・
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
居
村
か
ら
選
出
さ
れ
た
村
限
り
の
名
主
に
よ
る
文
書
管
理
権
が
確
立
し
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
名
主
と
村
役
人
に
よ
る
村
の
日
治
的
運
営
が
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
と
い
え
よ
う
。
（記）
村・〈「寺村で４も同様であった。
太
郎
右
衛
門
の
管
轄
地
域
の
村
で
は
、
氏
の
析
出
さ
れ
た
事
例
と
は
異
な
り
、
割
付
状
は
代
官
か
ら
村
の
名
主
・
組
頭
（
年
寄
）
・
惣
百
姓
に
発
給
さ
れ
て
い
る
。
が
、
少
な
く
と
も
水
帳
・
名
寄
帳
・
年
貢
割
付
状
の
よ
う
な
村
の
基
本
文
書
が
、
割
本
の
消
滅
以
前
に
は
割
本
の
手
の
中
で
管
理
さ
れ
て
お
り
、
双
方
に
若
干
の
内
容
の
違
い
が
あ
る
に
せ
よ
、
年
貢
割
付
状
が
、
村
に
居
住
す
る
と
共
に
、
村
の
百
姓
に
よ
っ
て
撰
ば
れ
た
名
主
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
、
氏
の
提
示
さ
れ
た
事
例
と
共
通
点
が
あ
る
。
太
郎
右
衛
門
は
、
こ
の
元
禄
元
年
（
’
六
八
八
）
二
月
を
境
に
野
上
村
・
大
門
村
・
今
寺
村
・
下
師
岡
・
新
町
村
の
名
主
を
辞
任
し
た
。
こ
の
時
、
従
来
か
ら
名
主
と
し
て
所
持
・
管
理
し
て
い
た
村
の
土
地
台
帳
・
納
税
台
帳
と
し
て
の
文
書
を
、
交
代
し
た
村
々
の
名
主
・
村
役
人
に
引
き
渡
し
た
。
こ
の
名
主
は
、
村
内
か
ら
選
出
さ
れ
た
村
限
り
の
名
主
で
あ
っ
た
。
村
内
か
ら
選
出
さ
れ
た
村
限
り
の
名
主
を
中
心
と
す
る
村
役
人
が
村
政
運
営
に
あ
た
る
と
い
う
事
情
は
、
下
師
岡
村
の
名
主
が
兼
帯
の
名
主
と
な
っ
た
野
上
村
を
除
け
ば
、
河
辺
村
・
新
町
村
・
大
門
変
化
す
る
。
ま
た
、
大
庄
屋
制
は
正
徳
三
年
四
月
の
幕
令
に
よ
っ
て
な
く
な
る
。
在
地
手
代
制
の
時
期
の
文
書
授
受
は
領
を
単
位
と
し
て
代
官
と
在
地
手
代
と
で
な
さ
れ
た
。
在
地
手
代
は
争
論
の
調
停
や
領
を
単
位
と
し
た
年
貢
の
徴
収
・
上
納
を
請
け
負
っ
て
い
た
。
年
貢
の
割
付
を
例
に
と
る
と
在
地
手
代
制
の
時
期
、
領
に
編
成
さ
れ
た
村
へ
の
年
貢
割
付
状
の
発
給
は
お
こ
な
わ
れ
ず
、
在
地
手
代
が
作
成
し
た
郷
帳
を
基
に
年
貢
の
徴
収
と
上
納
が
な
さ
れ
た
。
大
庄
屋
制
の
時
期
に
な
る
と
代
官
に
よ
っ
て
年
貢
の
割
付
状
で
な
く
、
割
付
帳
が
作
成
さ
れ
て
大
庄
屋
に
渡
さ
れ
た
。
大
庄
屋
は
、
こ
れ
を
基
に
割
付
状
を
作
成
し
、
代
官
か
大
庄
屋
の
署
名
を
入
れ
て
割
付
状
を
村
に
交
付
し
た
。
代
官
か
ら
村
へ
の
割
付
状
が
交
付
さ
れ
た
の
は
大
庄
屋
制
が
な
く
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
村
が
文
書
の
作
成
・
授
受
・
管
理
の
主
体
と
な
る
の
は
大
庄
屋
制
が
な
く
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
法
政
史
学
第
五
十
四
号
三
一
一
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（胡）
絵図の一裏書である。
野上郷四か村の内、野上村・大門村・今寺村の三か村は、南小曾木村・藤橋村・谷野村・木ノ下村・塩船村・吹上村と
共
に
南
小
曾
木
村
入
会
山
で
の
入
会
権
を
共
有
し
て
い
た
。
南
小
曾
木
村
の
入
会
山
の
利
用
権
を
巡
っ
て
は
初
期
か
ら
近
隣
の
村
と
村
と
の
論
所
が
絶
え
な
か
っ
た
。
元
禄
三
年
（
’
六
九
○
）
七
月
、
幕
府
は
、
評
定
所
に
訴
訟
が
提
訴
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
近
隣
村
の
従
来
か
ら
の
山
論
を
決
着
さ
せ
よ
う
と
検
使
を
派
遣
し
て
現
地
検
分
を
実
施
し
た
。
次
の
文
書
は
、
こ
の
検
分
の
結
果
、
作
製
さ
れ
た
江
戸
幕
府
評
定
所
裁
許
（印）
難を極めた。
南
小
曾
木
村
秣
場
入
会
地
の
開
発
と
私
益
寛文八年（’六六八）四月の検地と元禄元年（一六八八）一一月の太郎右衛門の割本辞任は、これらの村の自治秩序に
大
き
な
変
動
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
ら
の
出
来
事
は
、
村
政
の
運
営
の
み
な
ら
ず
、
野
上
村
・
下
師
岡
村
・
大
門
村
・
今
寺
村
の
秣
場
の
利
用
を
め
ぐ
る
入
会
権
の
秩
序
に
も
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
秣
場
は
、
田
や
畑
の
肥
料
を
得
る
た
め
の
採
草
地
Ⅱ
草
苅
場
で
あ
る
。
秣
は
糞
尿
と
並
ぶ
作
物
の
自
給
肥
料
源
と
し
て
農
業
生
産
に
は
不
可
欠の資源だった。秣場を利用するには多くの場合、野手米・野手氷を公儀としての幕府に納めたが、これらは秣場のある
地
元
の
村
が
徴
収
・
上
納
し
た
。
秣
場
の
入
会
は
、
こ
の
よ
う
な
税
の
上
納
に
担
保
さ
れ
て
入
会
権
と
し
て
保
証
さ
れ
、
こ
れ
ら
以
外
の
村
の
新
規
の
参
入
は
禁
止
さ
れ
た
。
ま
た
、
秣
場
の
な
い
村
は
、
秣
場
の
あ
る
村
へ
草
札
銭
を
納
め
て
草
を
苅
っ
た
が
、
こ
れ
も
新
規
の
参
入
は
困
割
本
制
と
郷
村
の
自
治
秩
序
（
澤
登
）
武
州
多
摩
郡
南
小
曾
木
村
与
同
郡
今
寺
村
・
木
下
村
・
谷
野
村
・
大
門
村
・
野
上
村
・
塩
船
村
議
論
裁
許
之
條
々
（１）｜南小曾木村百姓申候者六ヶ村之者入会之由申掠、年貢地二有之樹木、大分伐採之」日訴之、六ヶ村百姓答候ハ、於入
会
場
林
井
新
発
致
之
二
付
、
伐
荒
之
由
申
之
、
右
論
所
為
検
使
守
屋
助
次
郎
手
代
山
口
太
郎
右
衛
門
・
太
田
弥
太
夫
手
代
籾
山
儀
右
衛
門差遣、令吟味処、南小曾木村百姓所指之入会山野山境、西者厚澤之流、東者峯通入会境之由雌申之、證拠無之、
六
ヶ
村
百
姓
申
所
不
残
入
会
候
證
拠
不
相
見
候
、
乍
然
伐
採
候
場
二
畑
弐
拾
六
ヶ
所
有
之
由
、
六
ヶ
村
百
姓
錐
申
之
、
南
小
曾
木
村
百
２
秣
場
入
会
権
と
村
・
百
姓
の
共
益
・
私
益
一
一
￣
一
一
￣
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法
政
史
学
第
五
十
四
号
（２）｜同郡藤橋村・〈「寺村・木下村・谷野村与南小曾木村野山論之事、従藤橋村申趣、南小曾木村之野山、百姓居林之外
者
藤
橋
村
・
塩
船
村
・
吹
上
村
・
野
上
村
・
大
門
村
・
今
寺
村
・
木
下
村
・
谷
野
村
、
以
上
八
ヶ
郷
手
寄
次
第
入
会
、
秣
取
来
候
、
然
処一一南小曾木村之内、小布市村百姓新林立候二付、御代官江申出、及訴論候得共、入会之村々、秣者無違儀刈来処、
小
布
市
村
之
者
、
鎌
を
取
、
｜
切
不
入
之
旨
訴
之
、
小
布
市
村
百
姓
答
候
者
秩
父
海
道
よ
り
西
へ
塩
船
・
野
上
・
大
門
・
谷
野
・
木
下・今寺、右六ヶ村之者入会、藤橋・吹上弐ヶ村者終一一入候儀無之、特秩父海道之東、中山道之間者為南小曾木村
内野之由申之、双方令糾明処、従秩父海道人候通者雛為南小曾木村作場道、従中山道入候分者皆入会道一一無紛相見
候、其上内野之證拠一円無之條、自今以後、秩父海道之東西一一不限之、藤橋・今寺・谷野・木下四ヶ村可為入会、
（寛文十一一・延宝元年）
（
楮
植
）
且又、新林之儀拾八・九年以前、愛宕宮致勧請、其宮地二かそうへ林連々植出、剰〈丁度新林、郷窪之荒畑と證拠二
為可申立入、野澤之畑新二荒置之、水帳之面一一引合偽之段、依令露顕、先年裁許之時分、南小曾木村太郎右衛門・
小布市村組頭及籠舎、其上、右之論地公儀林一一相定上者弥可為其通事、
（３）｜南小曾木村与黒澤村郷境聿細之事、是又検使検分之上、｜元和年中従黒澤村遣候證文、南小曾木村百姓差出之候、證文
之面、論所一一一分一一者南小曾木村、三分一者黒澤村江可附之由有之、今度黒澤村組頭拾人、口上之趣、右之證文之通
一一而年数為同前上ハ、證文之通、互二可進退之、為證拠絵図之面、所々引墨筋、各加印判、六ヶ村中江壱枚、南小
曾木村江壱枚、黒澤村江壱枚、藤橋村江壱枚下置之條、不可再犯者也、
元禄一一一年庚午七月廿五日
姓
申
通
り
弐
百
参
ヶ
所
有
之
、
検
地
帳
引
合
、
令
点
検
処
、
右
之
場
二
塩
船
村
・
黒
澤
村
・
富
岡
村
出
作
之
畑
四
拾
九
ヶ
所
有
之
、
年
貢南小曾木村江出之上者為年貢地事分明二候、剰弐尺三寸廻之樹木一一而非近年之新林候、然則理不尽二立木伐取二付、
為科怠、六ヶ村庄屋令牢舎畢、墨筋之南者六ヶ村人会秣可刈取之、今度検分之上、畑数之多少、林之新古相違有之
付、先年之絵図取上之、新二引墨筋、畑之廻り不残致堀上、畑境可相立旨申付候、但吹上村之儀可入会旨、先裁許
雛
載
之
、
検
地
念
議
之
上
、
終
二
不
入
会
旨
申
之
付
、
吹
上
村
者
除
之
候
、
勿
論
有
来
外
、
南
小
曾
木
村
百
姓
新
田
・
新
林
一
切
不
可
雌載之、
致之事、
四
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南小曾木村入会地は、第三条目にあるように、元和期、黒澤村と南小曾木村との双方で入会山の境界をめぐる論所が起
（”）
こった。この結果、幕府の裁許によって論所の対象となった入会山の内、一一一分の二が南小曾木村、一二分の一が黒澤村とい
う
領
域
で
境
界
画
定
が
な
さ
れ
た
。
三
分
の
一
一
の
南
小
曾
木
村
入
会
山
は
、
南
小
曾
木
村
と
今
寺
村
以
下
、
木
下
村
・
谷
野
村
・
大
門
村
・
野
上
村
・
塩
船
村
・
吹
上
村
・
藤
橋
村
の
八
か
村
の
入
会
地
で
あ
っ
た
。
入
会
地
は
主
と
し
て
秣
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
入
会
地
の
中
に
は
西
の
「
厚
澤
之
流
」
か
ら
東
の
「
峯
通
」
ま
で
の
土
地
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
土
地
に
は
、
秣
場
で
あ
る
と
共
に
、
南
小
曾
木
村
が
年
貢
を
上
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
検
地
帳
に
登
録
さ
れ
た
畑
地
も
含
ま
れ
て
い
た
。
第
一
条
目
に
よ
れ
ば
、
南
小
曾
木
村
は
、
藤
橋
村
と
吹
上
村
を
除
く
六
か
村
が
、
こ
れ
ら
の
検
地
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
土
地
の
樹
木
を
伐
採
し
た
と
幕
府
評
定
所
に
提
訴
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
六
か
村
は
、
入
会
地
に
は
畑
地
が
二
六
か
所
あ
る
。
こ
れ
ら
の
樹
木
を
伐
採
し
た
の
は
入会地に新林を立てると共に、新たに畑地を開発しようとしたからである。南小曾木村は、「厚澤之流」から東の「峯通」
ま
で
の
土
地
は
南
小
曾
木
村
の
入
会
地
だ
と
主
張
す
る
が
、
そ
の
根
拠
は
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
南
小
曾
木
村
は
、
六
か
村
の
畑
地
は
二
六
か
所
で
は
な
く
二
○
三
か
所
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
南
小
曾
木
村
が
年
貢
を
上
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
土
地
な
の
で
、
六
か
村
の
畑
地開発は、入会権を楯とした違法な開発であると主張した。
幕府の検使が現地調査した結果、畑地は、南小曾木村の百姓が主張した通りなんと二○三か所あった。また、この入会
地
に
は
塩
船
村
・
黒
澤
村
・
富
岡
村
の
出
作
の
畑
が
四
九
か
所
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
士
地
の
年
貢
は
南
小
曾
木
村
の
村
請
に
よ
っ
て
上
納
さ
れ
割
本
制
と
郷
村
の
自
治
秩
序
（
澤
登
）
（
稲
生
伊
賀
守
正
照
・
勘
定
奉
行
）
稲
伊
賀
（
松
平
美
濃
守
重
良
・
勘
定
奉
行
）
松
美
濃
（北條安一房守氏平・江戸町奉行）
北
安
－
房
（甲斐圧飛騨守政親・江戸町奉行）
甲
斐
飛
騨
（
本
多
紀
伊
守
正
水
・
寺
社
奉
行
）
本
紀
伊
（
戸
田
能
登
守
忠
真
・
寺
社
奉
行
）
一
Ｐ
能
登
（
加
藤
佐
渡
守
昭
英
・
寺
社
奉
行
）
加
佐
渡
五
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南小曾木村入会地には秩父海道を軸とする東西の入会場所があったが、第二条目は、この入会地をめぐって藤橋村の百
姓が、小布市村の百姓の入会村に対する入会権の否定が不当であると幕府に訴えた論所の裁定を示す。これによれば、こ
の入会地は、南小曾木村および藤橋村・塩船村・吹上村・野上村・大門村・今寺村・木下村・谷野村の入会地として百姓
達が秣を苅り取ってきた。しかし、この南小曾木村人会地に、南小曾木村の集落の一つであった小布市村の百姓が新林を
立てた。新林には、紙の原料となる楮の木が植えられていた。これより以前から幕府は、次のような法令を五人組帳前書
（帥）
に入れ、この遵守を命じている。
（旧）｜山林みだりに切申間敷候、苗木をも仕立、少之明間にも植置可申候、
これは、前述した延宝五年（一六七七）二月の五人組帳前書であるが、小布市村の人々は、このような幕府の苗木植樹
奨励策にしたがって楮の木を植えたのであった。また、小布市村の百姓は、入会村の百姓達が秣を苅るために入会地を訪
（印）
れろと百姓達の「鎌を取」り、入会地から排除するという行動に出た。鎌や山刀などが入会権の内容を象徴しており、鎌
を取るという行為が相手に対して入会権の否定を表明するという慣習であった点は多くの事例がある。小布市村の主張
は、①秩父海道より西の山は、塩船村・野上村・大門村・谷野村・木下村・今寺村の入会地である、②藤橋村と吹上村
は、これまで「南小曾木村内野」の入会山に「終二人候儀無之」かつた、③「秩父海道之東」と「中山道之間」は「南小
曾木村内野」である、④南小曾木村の村内である小布市村には、この内野に新林を立てる権利がある。したがって、入会
村
々
の
入
山
を
排
除
し
た
の
だ
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
藤
橋
村
の
百
姓
は
、
小
布
市
村
の
百
姓
の
入
会
村
に
対
す
る
入
会
権
の
否
定
地に、新たにし
が
は
か
ら
れ
た
。
ている。くわえて、六か村が新林として植林したと主張している樹木は幹廻りが二尺三寸もあり、六か村が近年に植林し
た樹木とはいえないと調査結果を評定所へ復命した。
この結果、今寺村以下、木下村・谷野村・大門村・野上村・塩船村六か村がいう畑地の数や新林の植林のための入会地
の樹木伐採という主張は偽証であると裁定され、六か村の「庄屋」は「牢舎」の処罰とされた。また、畑地のまわりの士
地に、新たに士を堀り上げた土手と溝の造成が命じられ、六か村の百姓による秣場入会地の畑地化への制限と秣場の維持
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裁
定
に
よ
れ
ば
、
小
布
市
村
は
、
寛
文
一
二
年
（
’
六
七
二
）
か
ら
延
宝
元
年
（
’
六
七
三
）
Ｉ
貞
享
三
年
八
月
の
目
安
裏
書
に
よ
れ
（皿）
ば
寛
文
検
地
の
あ
っ
た
寛
文
八
年
か
ら
寛
文
九
年
と
さ
れ
て
い
る
Ｉ
に
か
け
て
入
会
地
に
愛
宕
宮
を
勧
請
し
た
．
宮
地
に
は
、
楮
の
木
を
植えて新林とした。しかし、検使が訪れると小布市村の百姓は、新林を郷窪の荒畑であると偽証するために、検地帳に登
録
さ
れ
た
「
野
澤
之
畑
」
ま
で
も
が
荒
地
で
あ
る
と
偽
証
し
た
。
こ
の
た
め
南
小
曾
木
村
の
太
郎
右
衛
門
と
小
布
市
村
組
頭
が
「
牢
舎
」
と
し
て
処
罰
さ
れ
、
林
は
公
儀
の
林
と
し
て
収
公
さ
れ
た
と
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
事
件
で
注
目
さ
れ
る
点
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。
①
は
、
こ
の
時
期
の
人
々
の
旺
盛
な
開
発
意
欲
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
入
会
地
を
切
り
開
い
て
畑
地
と
し
て
開
墾
し
て
い
く
。
そ
れ
は
、
小
布
市
村
の
人
々
が
、
従
来
か
ら
入
会
権
を
持
つ
付
を
排
除
し
て
ま
で
入
会
地
を
囲
い
込
み
、
楮
の
植
樹
・
植
林
を
お
こ
な
っ
て
い
る
点
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
楮
は
新
町
の
六
斎
市
に
商
人
衆
が
訪
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
地
域
で
も
紙
の
原
料
と
し
て
活
発
な
取
引
が
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
近
隣
の
市
で
商
品
化
の
可
能
な
作
物
や
樹
木
の
栽
培
、
こ
れ
を
売
っ
て
百
姓
と
し
て
の
経
営
の
自
立
基
盤
を
築
こ
う
と
す
る
人
々
の
活
気
に
満
ち
た
営
み
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
また、②に、下師岡村を除く野上村・大門村・吹上村の野上郷の村、ならびに、今寺村は、南小曾木村入会地をめぐっ
て
相
互
に
密
接
な
経
済
的
・
社
会
的
・
政
治
的
な
結
合
関
係
を
持
っ
て
い
た
点
で
あ
る
。
六
か
村
の
百
姓
は
、
開
発
さ
れ
た
畑
地
が
二
六
か
所
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
幕
府
の
検
使
の
調
査
で
は
畑
地
は
約
八
倍
の
一
一
○
三
か
所
に
も
お
よ
ん
で
い
た
。
入
会
地
を
囲
い
込
ん
で
少
し
で
も
課
税
の
対
象
に
な
ら
な
い
畑
作
地
を
生
み
出
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
は
幕
府
か
ら
見
れ
ば
「
隠
田
」
Ⅱ
隠
地
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
の人々は、このようにして入会地の開発に意欲的に取り組んでいた。小百姓の経営的な自立をめざす不断の営みの結果で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
村
役
人
の
処
分
は
、
偽
証
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
隠
地
へ
の
処
罰
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
不
当
で
あ
る
と
幕
府
に
提
訴
し
た
。
幕
府
の
検
使
は
、
こ
の
土
地
は
確
か
に
「
従
秩
父
海
道
入
候
通
」
よ
り
「
南
小
曾
木
村
作
場
道
」
で
あ
る
が
、
「
従
中
山
道
入
候
分
者
皆
入
会
道
一
一
無
紛
相
見
候
」
と
判
断
す
る
と
共
に
、
こ
の
入
会
地
が
南
小
曾
木
村
の
内
野
で
あ
る
證
拠
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
入
会
地
は
、
秩
父
海
道
の
東
西
に
拘
わ
ら
ず
、
藤
橋
村
・
今
寺
村
・
谷
野
村
・
木
下
村
の
四
か
村
人
会
地
だ
と
判
断
し
て
評
定
所
に
復
命
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
評
定
所
の
裁
許
が
な
さ
れ
た
。
割
本
制
と
郷
村
の
自
治
秩
序
（
澤
登
）
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野
上
村
秣
場
入
会
権
の
変
動
と
共
益
野
上
村
・
大
門
村
・
下
師
岡
村
・
今
寺
村
の
四
か
村
も
、
野
上
村
を
野
元
と
す
る
野
上
村
入
会
地
の
組
合
を
結
成
し
て
秣
を
苅
り
取
っ
て
い
た。しかし、元禄五年（一六九一一）五月、箱根ヶ崎村が触本となって新町村・羽村・高根村・駒方村・富士山村・二本木
村
・
今
井
村
・
峯
村
・
木
蓮
寺
村
・
寺
竹
村
・
三
シ
木
村
の
一
二
か
村
が
新
た
に
野
組
を
結
成
し
、
野
上
村
秣
場
四
か
村
人
会
地
を
囲
い
込
む
と
い
う
事
件
が
お
こ
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
初
期
以
来
の
相
次
ぐ
新
田
開
発
が
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
も
採
草
地
を
次
第
に
減
少
さ
せ
て
い
っ
た
点
、
あ
る
い
は
、
入
会
地
で
の
新
畑
の
開
発
や
新
林
の
造
成
と
い
っ
た
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
の
文
書
は
、
四
か
村
が
、
み
（閃）
ずからの入会権が侵犯されたと主張して幕府奉行所へ訴え出た際の訴訟聿白の一部である。
（１）｜武蔵野馬草場入相之儀、野上村野本二而下師岡村・大門村・〈「寺村四ヶ村二而永弐百文野銭御代官様より御年貢御
割付之表一一位晄被為仰付、先規より毎年、御上納仕、武蔵野江人相、秣苅来申候事、
（２）｜今度、箱根ヶ崎村名主市良右衛門触本致シ、右拾壱ヶ村立ムロ、相談仕、此方四ヶ村除ヶ置、武蔵野惣廻り畑境二境
塚
相
立
置
、
新
起
に
野
組
連
判
取
引
可
仕
と
相
極
申
由
承
候
二
付
、
右
市
良
右
衛
門
方
江
以
使
申
候
ハ
、
四
ヶ
村
之
義
、
先
規
よ
り
入
相村之内二候二境塚者除ヶ置申義、如何様之子細一一而除申候、四ヶ村之義、入相村二候間、連判之仁江入申へきと申
断
候
得
ハ
、
市
良
右
衛
門
返
答
申
候
へ
先
規
よ
り
入
相
之
村
二
候
ハ
、
、
入
相
可
申
候
、
連
判
之
内
人
申
義
不
罷
成
候
と
公
事
仕
、
が
、
同
時
に
、
こ
の
時
期
の
村
は
、
単
独
で
は
な
く
、
同
じ
山
野
に
入
会
権
を
持
つ
複
数
の
村
の
百
姓
達
が
、
共
同
し
て
右
の
よ
う
な
開
発
を
繰
り
返
し
て
い
た
点
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
村
の
共
益
や
百
姓
の
私
益
と
い
う
後
述
す
る
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
村
の
動
き
は
、
小
布
市
村
の
愛
宕
宮
の
勧
請
や
宮
地
と
称
し
た
入
会
地
へ
の
楮
の
植
樹
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
郷
や
村
の
共
益
を
、
小
百
姓
の
経
営
の
自
立
に
と
っ
て
不
可
欠
な
私
益
へ
と
転
化
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
と
い
え
る
。
私
益
の
獲
得
は
、
小
布
市
村
に
せ
よ
、
六
か
村
に
よ
る
新
畑
開
発
の
試
み
に
せ
よ
、
村
を
単
位
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
私
益
の
獲
得
が
、
共
益
の
主
体
と
し
て
の
村
の
保
護
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
点
、
こ
こ
に
、
こ
の
時
期
の
特
徴
が
見
い
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
、
寛
文
検
地
を
画
期
と
し
て
顕
著
と
な
っ
て
い
っ
た
。
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第
一
条
に
よ
れ
ば
従
来
、
四
か
村
は
、
野
手
永
に
あ
た
る
野
銭
の
永
二
○
○
文
を
上
納
し
、
入
会
地
か
ら
秣
を
苅
り
取
っ
て
き
た
と
あ
る
。
野
上
村
の
秣
場
で
は
税
と
し
て
の
野
銭
の
幕
府
へ
の
上
納
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
野
銭
高
は
、
元
禄
二
年
（
’
六
八
九
）
五月、野上村の差出帳によれば、野上村永四○文・大門村永五○文・下師岡村永五○文・今寺村永六○文の合計で永二○
（“）
○
文
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
野
銭
は
、
正
保
郷
帳
の
調
製
結
果
に
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
一
兀
和
二
年
（
一
六
一
六
）
九
月
の
新
町
の
立
村
以
前
の
段
階
か
ら
上
納
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
第
二
条
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
箱
根
ヶ
崎
村
以
下
二
か
村
は
、
四
か
村
が
利
用
し
て
き
た
入
会
地
に
境
塚
を
立
て
、
新
規
に
入
会
権
確
保
の
た
め
の
野
組
を
結
成
し
た
。
②
四
か
村
は
、
野
組
か
ら
排
除
さ
れ
て
入
会
地
で
草
を
刈
り
取
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
③
こ
の
ま
ま
で
は
四
か
村
の
秣
場
の
利
用
は
難
し
い
。
④
四
か
村
の
野
組
へ
の
参
加
を
裁
許
・
公
認
し
て
ほ
し
い
。
⑤
と
い
う
の
は
、
対
象
と
な
る
秣
場
の
野
銭
は
、
従
来
か
ら
四
か
村
が
上
納
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
四
か
村
が
訴
訟
に
よ
っ
て
幕
府
に
入
会
地
の
利
用
の
裁
許
を
求
め
た
正
当
性
の
根
拠
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
続
い
て
「
割
本
の
職
務
の
沿
革
」
の
項
で
提
示
し
た
第
三
条
目
で
、
四
か
村
は
、
み
ず
か
ら
が
野
組
へ
の
参
加
権
を
持
つ
理
由
の
一
つ
と
し
て
箱
根
ヶ
崎
村
を
触
本
と
す
る
野
組
に
、
新
町
村
が
入
っ
て
い
る
点
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
本
来
、
新
町
村
は
、
四
か
村
の
本
高
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
芝
原
の
地
を
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
九
月
、
新
田
と
し
て
取
り
立
て
た
村
で
あ
る
。
野
銭
も
、
本
村
で
あ
る
四
か
村
の
名
義
で
上
納
し
、
寛
文
検
地
ま
で
は
、
四
か
村
の
高
の
内
で
年
貢
を
上
納
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
検
地
に
よ
っ
て
「
此
形
御
高
わ
か
り
申
候
」
と
村
切
検
地
の
実
施
さ
れ
た
点
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
四
か
村
の
主
張
の
本
意
は
、
新
規
に
野
組
が
結
成
さ
れ
は
し
た
が
、
入
会
権
を
本
来
的
に
保
持
し
て
い
る
の
は
、
新
町
村
の
分
も
含
め
て
野
銭
を
上
納
し
続
け
て
き
た
四
か
村
の
側
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
四
か
村
は
新
規
に
結
成
さ
れ
た
野
組
へ
も
当
然
、
参
加
の
権
利
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
権
利
を
無
視
し
て
一
二
か
村
の
み
で
野
組
を
結
成
す
る
の
は
不
当
で
あ
り
、
四か村の参加も認められるよう裁許・公認して貰いたい。これらが、
四か村の訴訟の趣旨である。
こ
の
訴
訟
の
結
果
、
野
銭
は
従
来
通
り
、
野
上
村
・
大
門
村
・
下
師
岡
村
・
今
寺
村
の
四
か
村
が
永
合
計
二
○
○
文
を
幕
府
に
上
納
し
、
入
割
本
制
と
郷
村
の
自
治
秩
序
（
澤
登
）
返答仕候事、
＝＝￣
九
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（閉）
会
地
の
利
用
は
、
こ
れ
ら
四
か
村
と
新
規
の
野
組
一
二
か
村
を
合
わ
せ
た
一
六
か
村
で
野
組
を
結
成
し
て
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し、この結果は、四か村の立場から見れば、野銭の上納は従来通りとなっているにもかかわらず、入会権は四か村から一
六か村へと分散化されたといってよい。従来、四か村のみで保持されてきた入会地の中に新たに一二か村の入会権が加
わったからである。野銭は、山林・原野・河海に賦課される小物成のひとつであり、律令でいう調に該当する税と説明さ
れている。このような野銭を含む小物成について高木昭作氏は、豊臣政権の惣無事令を背景とした太閤検地の実施は、公
方Ⅱ公儀による小物成の徴収という形式をとって石高に結ばれた土地のみならず、高外地までもが公儀の領有となること
（師）
を全国的な規模で決定づけたと至珈じた。
一方、これに先立って深谷克己氏は、田・畑・屋敷地といった高人地を百姓にとっての公法的所持の土地と位置づける
ならば、小物成の対象となった高外地としての山林・原野・河海は、百姓が共同的に所持する共同用益地、すなわち、共
同的所持の土地である。共同的所持は、公法的所持や私的所持と異なって百姓の共同的な社会的結合関係を深部において
（印）
形
成
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
論
じ
て
い
る
。
公法的所持によって得られる利益を公益とすれば、私的所持から得られる利益を私益、共同用益地によって得られる利
益を共益ということができる。この意味で四か村の秣場から得られる最大の共益は、単純化していえば、四分の一から一
六の一へと減少したといってもよい。また、秣場の利用に関する議決権や運営執行権としての共益権も、最大で四分の一
から一六分の一へと後退したといえる。これらによって四か村の入会権は、量的にも質的にも著しく縮小・制約を余儀な
く
さ
れ
た
。
こ
れ
に
応
じ
て
共
同
体
の
質
も
、
共
益
の
中
か
ら
私
益
が
分
化
・
分
解
す
る
。
一
万
で
共
祐
が
公
益
に
組
み
替
え
ら
れ
な
が
ら
も、三者が併存しながら次第に公益・私益が共益を包摂していく。このようにして入会権についても、村と村との新たな
る
共
同
体
的
な
自
治
秩
序
が
模
索
さ
れ
て
い
く
段
階
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
割
本
・
大
庄
屋
・
惣
代
制
は
、
正
徳
の
江
戸
幕
府
条
々
書
に
よ
っ
て
停
止
さ
れ
た
。
し
か
し
、
太
郎
右
衛
門
の
管
轄
地
域
で
割
本
制
は
、
こ
法
政
史
学
第
五
十
四
号
お
わ
り
に
四○
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ていたのである。割本とい》一
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
太郎右衛門の辞任による割本制の消滅は、村に住んで村の百姓によって選出された名主を誕生させた。元禄元年（一六
八八）二月、幕府代官西山正春は、本牧領（武蔵国久良岐郡）や野方領（武蔵国豊島郡）で村高に応じた名主給の基準
（㈹）
を定めているが、このような規則の制定は、正徳の条々聿日公布に先立って多くの村で割本や名主をめぐる制度がさまざま
な意味で新たな段階へと入っていったことが背景にあったからだと考えられる。太郎右衛門の管轄地域であった村も、名
主を中心とする村役人は、これ以後、みずからの手で、士地台帳としての水帳、納税台帳としての名寄帳、村への課税通
知書としての年貢割付状を管理し、村の自治の一部としての村請による年貢・小物成・役の負担を開始した。寺院をア
ジ
ー
ル
と
す
る
慣
習
法
的
な
社
会
秩
序
は
、
こ
う
い
っ
た
自
治
の
な
か
で
も
保
持
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
れ
よ
り
も
約
二
四
年
半
以
前
の
元
禄
元
年
（
’
六
八
八
）
一
一
月
の
段
階
で
消
滅
し
て
い
た
。
これ以前、割本は管轄地域の村の名主を兼ねていた。しかし、村の名主としての割本は村に住んで村の百姓から選出さ
れた名主ではなかった。水帳・名寄帳・年貢割付状は割本であると共に、村の名主である太郎右衛門が管理していた。太
郎右衛門による村の事務の掌握にも拘わらず、新町村の百姓と名主太郎右衛門との市をめぐる委任関係は、寛文検地に
よって公認された屋敷地の「庭」を市の売場として大小の百姓が提供した段階で成立したといわざるをえない。これを契
機として大小百姓の「寄合」と「相談」が、市の運営の議事審議・執行機関へと変化しつつあった点に見られるように、
村の自治は大小の百姓の集団的・共同的意志によるヘゲモニーの獲得過程として展開した。
また、太郎右衛門が割本として村の名主を兼職していた段階で、村の治安秩序、特に盗人や徒者の告発は、百姓を組織
した五人組の義務とされ、名主は、村としての最終的な責任をとる主体であった。しかし、実際には、寺院をアジールと
する人寺の慣習法秩序によって犯人や被疑者の処遇は、百姓身分の人々を中心とする集団的な諒解と合意の意志表示を不
可欠の前提としていた。この意味で、村の人々は、五人組制度による相互監視と刑事事件の被疑者の穿鑿・告発の法によ
る強制にも拘わらず、徒者の宿をした人物を代官に告発するか、回避して救済するか、という自主決定権・選択権を持っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
割
本
と
い
う
背
景
を
持
つ
と
共
に
、
村
の
名
主
で
も
あ
っ
た
太
郎
右
衛
門
を
も
っ
て
し
て
も
、
こ
う
し
た
社
会
秩
序
を
否
割
本
制
と
郷
村
の
自
治
秩
序
（
澤
登
）
四
一
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こ
の
よ
う
な
転
換
を
も
た
ら
し
た
出
発
点
は
、
寛
文
八
年
四
月
を
前
後
し
て
実
施
さ
れ
た
寛
文
検
地
で
あ
っ
た
。
寛
文
検
地
は
、
小
百
姓
の
新
畑
・
新
林
の
開
発
・
造
成
に
よ
る
経
営
の
自
立
へ
の
胎
動
の
契
機
と
な
っ
た
。
ま
た
、
同
時
に
、
従
来
の
秣
場
入
会
地
の
秩
序
に
変
動
を
も
た
ら
し
た
。
入
会
地
へ
の
人
山
権
を
、
従
来
の
秣
を
苅
る
場
所
か
ら
新
畑
・
新
林
の
開
発
の
権
利
へ
と
変
え
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
市
場
で
の
商
品
と
し
て
楮
の
木
を
植
樹
・
育
成
し
て
経
営
の
自
立
に
役
立
て
る
人
々
の
営
み
で
あ
り
、
検
地
で
公
認
さ
れ
た
屋
敷
地
の
「
庭
」
を
六
斎
市
の
売
場
と
し
て
提
供
・
管
理
す
る
こ
と
を
通
じ
て
商
品
流
通
へ
と
参
加
し
、
こ
の
た
め
の
流
通
秩
序
を
自
治
的
に
管
理
し
よ
う
と
し
た
新
町
村
の
百
姓
の
行
動
と
共
通
す
る
動
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
行
動
が
入
会
地
を
持
つ
複
数
の
村
で
同
時
に
起
こ
っ
た
た
め
に
、
人
々
の
右
の
よ
う
な
行
動
を
背
景
と
す
る
入
会
権
の
論
所
が
各
地
で
頻
発
し
た
。
こ
の
入
会
権
の
紛
争
は
、
村
の
共
益
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
百
姓
の
私
益
、
す
な
わ
ち
、
百
姓
身
分
の
人
々
の
自
立
的
な
経
営
の
存
続
へ
の
願
望
と
意
欲
を
背
景
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
寛
文
検
地
以
後
、
元
禄
か
ら
正
徳
期
の
社
会
は
、
村
に
と
っ
て
新
た
な
る
日
治
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
で
も
あ
っ
た
。
太
郎
右
衛
門
の
管
轄
地
域
に
人
々
に
と
っ
て
正
徳
三
年
（
一
七
一
一
一
一
）
四
月
に
二
五
年
半
も
遡
る
元
禄
元
年
（
’
六
八
八
）
一
一
月
の
割
本
制
の
消
滅
は
、
こ
の
中
で
も
最
も
大
き
な
契
機
だ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
村
が
、
村
請
事
務
や
自
治
的
な
固
有
事
務
の
行
政
執
行
の
み
な
ら
ず
、
村
法
・
村
徒
を
作
り
、
同
時
に
、
過
料
・
科
料
・
村
八
分
・
追
放
刑
な
ど
の
共
同
体
制
裁
を
自
主
的
に
決
定
す
る
主
体
で
あ
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
多
く
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
た
。
村
法
・
村
徒
の
作
成
は
、
村
が
口
治
立
法
権
の
主
体
で
あ
っ
た
点
を
示
し
、
共
同
体
制
裁
の
存
在
は
、
村
が
自
治
司
法
権
を
保
有
し
て
い
た
点
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
を
踏
ま
え
る
と
江
戸
時
代
の
村
を
単
な
る
「
行
政
」
と
し
て
捉
え
る
の
は
適
当
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
本
稿
で
論
述
し
て
き
た
よ
う
に
、
村
は
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
最
も
基
礎
的
な
自
治
体
Ⅱ
地
域
的
な
政
治
共
同
体
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
割
本
制
下
の
六
か
村
で
も
、
村
は
以
上
の
役
割
・
機
能
を
背
景
と
し
て
、
村
の
大
小
の
百
姓
に
よ
る
「
寄
合
」
と
「
相
談
」
に
も
と
づ
い
て
政
策
運
営
を
主
体
的
に
進
め
て
い
く
体
制
が
出
来
あ
が
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
時
期
、
寛
文
検
地
を
契
機
に
成
長
し
て
い
た
大
小
の
百
姓
を
主
体
と
す
る
集
会
・
合
議
制
を
も
っ
て
主
導
・
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
村
は
、
人
々
に
と
っ
て
最
も
基
礎
的
な
自
治
体
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
主
と
し
て
郷
村
の
自
治
秩
序
と
割
本
の
村
の
名
主
と
の
側
面
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
次
に
は
、
こ
れ
ら
の
点
法
政
史
学
第
五
十
四
号
四
一
一
Hosei University Repository
を踏まえて年貢・小物成・役をめぐる割本の職務上の役割を、村・割本・代官所との関係の中で位置づけていく課題があ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
註（１）石井良助・高柳真三編『御触書寛保集成』（岩波書店）第一三一四号。なお、この正徳の条々書と田中丘愚著『民間省要』の賓
政
構
想
と
の
関
連
を
指
摘
し
た
研
究
に
斉
藤
司
「
田
中
丘
愚
著
『
民
間
省
要
に
お
け
る
正
徳
三
年
令
批
判
』
」
（
『
立
正
史
学
」
第
八
七
号
二
○
○
○
（
６
）
こ
の
地
域
の
寛
文
検
地
を
扱
っ
た
代
表
的
な
論
文
と
し
て
は
加
藤
衛
広
「
武
州
山
之
根
筋
に
お
け
る
寛
文
検
地
の
基
礎
的
研
究
」
（
『
学
習
院
大
学
史
（
３
）
初
期
か
ら
前
期
の
村
落
史
研
究
に
あ
っ
て
は
、
庄
屋
・
名
主
・
年
寄
な
ど
の
村
役
人
と
百
姓
・
小
百
姓
な
ど
と
の
村
政
を
め
ぐ
る
村
方
騒
動
を
分
析
され、これら村万騒動の主体の変化の中に織豊政権から江戸時代の初期・前期の村の自治を在り方を探ろうとした水本邦彦箸①
『近世の村社会と国家』（’九八七年東京大学出版会）、②「近世の郷村自治と行政』（’九九三年東京大学出版会）がある。
（４）①滝沢博「新町村開拓に関する二、三の覚書」（多摩郷士研究の会編「多摩郷土研究」第五一号）、②「帰農した地侍たちｌ
吉野氏と師岡氏ｌ」（「多摩のあゆみ」第四六号、’九八七年）。
（５）①『仁君開村記・杣保志』（青梅市史史料集第四七号）一三頁。新町村の開発を主として扱った研究には、②杉本敏夫「新田
開発」（木村礎編「新田村落』’九六○年文雅堂銀行研究社）、③木村礎著『近世の新田村』（’九六四年吉川弘文館）、④並
木
裕
美
「
近
世
村
落
の
成
立
と
共
同
体
規
制
に
つ
い
て
ｌ
武
州
多
摩
郡
新
町
村
の
場
合
ｌ
」
（
「
史
艸
」
第
一
九
号
一
九
七
八
年
）
、
⑤
武
田
庸
二
郎
「
近
世
初
期
武
州
多
摩
郡
新
町
村
の
開
発
に
つ
い
て
」
（
「
旧
多
摩
郡
新
町
村
名
主
吉
野
家
文
書
（
２
）
』
解
説
東
京
都
古
文
書
集
第
二
巻
一
（２）①大舘右喜著『幕藩制社会形成過程の研究』（一九八七年校倉書房）。②佐藤孝之箸『近世前期の幕領支配と村落』（巌南堂書
店
一
九
九
三
年
）
。
こ
の
ほ
か
多
数
あ
る
が
、
本
稿
に
直
接
関
わ
る
論
稿
と
し
て
③
馬
場
憲
一
「
近
世
前
期
世
襲
代
官
の
支
配
と
そ
の
終
焉
ｌ
江
戸
幕
府
高
室
代
官
の
事
例
を
中
心
に
Ｉ
」
（
『
法
政
史
学
』
第
四
○
号
一
九
八
八
年
）
三
た
、
関
東
の
初
期
か
ら
前
期
の
割
本
を
対
象
と
し
た
論
稿
に
、
④
小
松
修
「
割
本
役
と
組
合
村
制
の
成
立
Ｉ
上
州
山
中
領
の
場
合
ｌ
」
（
『
関
東
近
世
史
研
究
」
第
一
八
号
一
九
八
五
年
）
、
大
石
学
⑤
「
武
蔵
国
多
東
郡
中
野
郷
と
小
代
官
堀
江
家
」
．
⑥
「
近
世
的
支
配
体
制
の
成
立
と
堀
江
家
」
（
同
『
享
保
改
革
の
地
域
政
策
』
’
九
九
六
年
吉
川
弘
文
割
本
制
と
郷
村
の
自
治
秩
序
（
深
登
）
館
）
所
収
が
あ
る
。
年）がある。
九八四年）などがある。
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お
け
る
一
例
ｌ
」
（
班
）
吉
野
禎
次
家
文
書
（
皿
）
註
２
１
①
．
③
前
料
館
紀
要
』
第
七
号
一
九
九
三
年
）
が
あ
る
。
（
７
）
中
野
光
浩
「
八
王
子
千
人
同
心
に
よ
る
武
蔵
国
多
摩
郡
の
地
誌
編
纂
に
つ
い
て
」
（
註
５
１
①
前
掲
書
解
説
）
二
五
五
頁
。
（
８
）
神
立
孝
一
弓
山
之
根
九
万
石
村
高
改
帳
』
の
基
礎
的
研
究
」
（
『
関
東
近
世
史
研
究
』
第
二
五
号
一
九
八
九
年
）
。
（
９
）
澤
登
筧
聡
①
「
三
田
領
の
成
立
と
地
域
秩
序
ｌ
ｌ
奥
多
摩
地
域
に
お
け
る
戦
国
期
か
ら
近
世
初
期
の
支
配
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
」
（
「
歴
史
手
帖
」
’
三
巻一二号一九八五年）。②「近世前期における三田『領」の町・村構成と領主支配」（『旧多摩郡新町村名主吉野家文書（３）』
解
説
東
京
都
古
文
書
集
第
三
巻
一
九
八
五
年
）
。
（
Ⅲ
）
こ
の
史
料
に
は
表
題
（
外
題
・
内
題
）
が
な
い
。
し
か
し
、
元
禄
二
年
五
月
、
こ
の
史
料
と
同
時
に
作
成
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
野
上
郷
の
差
出
帳
に
は
『
武
蔵
国
多
麻
郡
三
田
領
野
上
村
小
物
成
等
差
出
シ
帳
』
と
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
差
出
帳
と
し
て
お
く
。
吉
野
禎
次
家
文
書
（
『
村
明
細
帳
（
｜
）
』
青
梅
市
史
史
料
集
第
二
六
号
）
’
六
七
頁
。
（
Ⅱ
）
元
禄
二
年
五
月
『
武
蔵
国
多
麻
郡
三
田
領
野
上
村
小
物
成
等
差
出
シ
帳
」
吉
野
禎
次
家
文
書
（
註
旧
前
掲
書
）
’
六
七
頁
。
（皿）享保五年八月『武州多麻郡新町村村差出シ明細帳』吉野徳太郎家文書（『村明細帳（二）』青梅市史史料集第二七号）一一一頁。
（
旧
）
文
政
四
年
五
月
『
武
州
多
摩
郡
河
辺
村
村
差
出
明
細
書
上
帳
』
吉
野
禎
次
家
文
書
（
註
、
前
掲
書
）
五
八
頁
。
（
ｕ
）
土
井
義
夫
「
八
王
子
千
人
同
心
の
地
誌
探
索
」
（
註
５
１
①
前
掲
書
解
説
）
二
八
二
頁
。
（
旧
）
註
５
１
①
前
掲
書
五
五
頁
。
（
咄
）
註
５
１
①
前
掲
書
一
六
九
頁
。
（
Ⅳ
）
註
５
１
①
前
掲
書
一
七
三
頁
。
（旧）註５１①前掲書一八二頁。
（
旧
）
註
５
１
①
前
掲
書
一
八
三
頁
。
（別）註５１①前掲書一八九頁。
（
Ⅲ
）
註
５
１
①
前
掲
書
五
三
頁
。
（
皿
）
大
館
右
喜
「
近
世
初
期
市
場
と
地
方
支
配
」
（
「
国
史
学
」
第
七
一
号
一
九
五
九
年
）
、
「
地
方
支
配
と
陣
屋
役
ｌ
武
州
高
震
毛
呂
、
三
田
領
に
法
政
史
学
第
五
十
四
号
註
２
１
①
．
③
前
掲
書
。
大
館
右
喜
「
近
世
初
期
市
場
と
地
方
支
配
」
（
「
国
史
学
」
第
七
一
号
一
九
五
九
年
）
、
「
地
方
支
配
と
陣
屋
役
ｌ
武
州
高
麗
、
毛
呂
、
三
田
領
に
け
る
一
例
ｌ
」
（
「
地
方
史
研
究
』
第
一
三
四
号
一
九
五
八
年
）
、
こ
れ
を
補
訂
し
た
註
２
１
①
前
掲
書
で
指
摘
し
て
い
る
。
四
四
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（
妬
）
吉
野
禎
次
家
文
書
（
朋
）
文
政
一
三
年
一
一
月
『
新
町
村
明
細
帳
証
拠
類
写
」
吉
野
徳
太
郎
家
文
書
（
『
東
京
都
古
文
書
集
Ｉ
旧
多
摩
郡
新
町
村
名
主
吉
野
家
文
書
（
Ⅲ
）
ｌ
』
第
一
○
巻
）
’
○
八
頁
．
（
Ⅳ
）
註
妬
前
掲
書
一
○
七
頁
。
（肥）註坊前掲書一○七頁。
（
別
）
こ
の
文
書
は
、
吉
野
徳
太
郎
家
・
吉
野
禎
次
家
調
査
の
過
程
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
現
在
で
は
、
写
真
や
筆
写
し
た
文
書
も
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
や
む
を
え
ず
伊
藤
好
一
箸
『
近
世
在
方
市
の
構
造
』
（
一
九
六
七
年
四
七
頁
）
か
ら
転
載
し
た
。
（
釦
）
杉
森
玲
子
「
近
世
前
期
に
お
け
る
市
町
の
構
造
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第
一
○
五
編
第
一
二
号
一
九
九
六
年
）
、
同
「
近
世
前
期
に
お
け
る
在
方
市
と
商
人
」
（
「
年
報
都
市
史
研
究
ｌ
市
と
場
ｌ
』
’
一
九
九
六
年
山
川
出
版
社
）
。
（
別
）
水
本
邦
彦
「
近
世
初
期
の
村
政
と
自
治
」
（
『
日
本
史
研
究
』
第
二
四
四
号
一
九
八
二
年
）
、
註
３
１
①
前
掲
書
一
○
九
頁
所
収
。
（
皿
）
君
塚
仁
彦
①
「
幕
府
御
用
炭
役
の
展
開
と
村
落
ｌ
武
州
秩
父
郡
大
野
村
・
白
石
村
の
事
例
を
中
心
に
ｌ
」
（
「
史
海
』
第
三
三
号
一
九
八
六
年
）
、
②
「
武
州
に
お
け
る
江
戸
城
御
用
薪
請
負
制
の
成
立
と
展
開
」
ｓ
埼
玉
地
方
史
』
第
一
九
号
一
九
八
六
年
）
。
割
本
制
と
郷
村
の
自
治
秩
序
（
澤
登
）
註５１①前掲書一八二頁。
吉
野
禎
次
家
文
書
（
『
東
京
都
古
文
書
集
ｌ
旧
多
摩
郡
下
師
岡
村
名
主
吉
野
家
文
書
（
５
）
Ｉ
」
第
一
八
巻
）
二
四
頁
．
佐
藤
孝
之
「
近
世
の
村
と
『
人
寺
」
慣
行
ｌ
武
州
の
事
例
を
中
心
に
ｌ
」
（
「
郷
士
志
木
」
第
二
三
号
一
九
九
四
年
）
、
「
近
世
の
「
人
寺
」
「
欠
入
」
Ｉ
駿
遠
伊
の
事
例
か
ら
Ｉ
」
（
「
地
方
史
静
岡
」
第
二
三
号
一
九
九
五
年
）
、
「
「
人
寺
」
慣
行
と
村
の
寺
院
」
（
「
大
間
々
町
誌
」
別
巻
六
吉
野
禎
次
家
文
書
註
師
前
掲
文
書
延
宝
五
年
二
月
『
武
州
高
麗
領
本
郷
巳
春
人
別
宗
旨
五
人
組
改
帳
』
堀
口
洋
一
郎
家
文
書
（
埼
玉
県
立
文
書
館
）
註Ⅲ前掲書二九頁。
吉
野
禎
次
家
文
書
（
「
東
京
都
古
文
書
集
ｌ
旧
多
摩
郡
下
師
岡
村
名
主
吉
野
家
文
書
（
５
）
ｌ
』
第
一
八
巻
）
二
四
頁
．
吉
野
徳
太
郎
家
文
書
（
『
東
京
都
古
文
書
集
１
１
旧
多
摩
郡
新
町
村
名
主
吉
野
家
文
書
（
、
）
ｌ
』
第
一
二
巻
）
八
九
頁
．
）、②「武州におけ
註
、
前
掲
書
一
三頁。
『御當家令条』巻二十一一一（近世法制史料叢書２）一一七七号。『古今制度集』（徳川禁令考前集第五）二七八○号。
四五
Hosei University Repository
／￣、／■、／~、／￣、／￣、／■、／■､／~、
５５５４５３５２５１５０４９４８
ミーノ、_〆呂.〆迅_〆巡一ノ追一〆、＿ノ、_ゾ 特論編二○○○年）井上攻。「村社会の諸事件と規範ｌ下総国相馬郡豊田村の名主口記の分析からｌ」（「龍ヶ崎市史」近
世
調
査
報
告
書
Ⅱ
一
九
九
六
年
）
．
斎
藤
悦
正
「
近
世
村
社
会
の
『
公
』
と
寺
院
ｌ
下
野
国
の
事
例
か
ら
ｌ
」
（
「
歴
史
評
論
」
第
五
八
七
号
一九九九年）、同「近世新田村における村落寺院ｌ武蔵国小川村の場合ｌ」（『史観』第一四一冊一九九九年）。
（ｕ）平泉澄著『中世に於ける社寺と社会との関係』（一九一一六年至文堂）。伊東多三郎「近世に於ける政治権力と宗教的権威」
（「近世史の研究』第一巻一九八一年吉川弘文館）。阿部善雄著『駈入り農民史』二九六五年至文堂）。網野善彦著「無縁・
公
界
・
楽
』
（
増
補
一
九
八
七
年
平
凡
社
）
。
（
妬
）
吉
野
禎
次
家
文
書
（
「
東
京
都
古
文
書
集
ｌ
旧
多
摩
郡
下
師
岡
名
主
吉
野
家
文
書
（
１
）
ｌ
」
第
一
四
巻
）
六
頁
。
（妬）水本邦彦「近世士免制とその構造」（「愛媛大学法文学部論集（文学科編）』第二号、一九七八年）を「近世士免制の研究」と
し
て
註
３
１
①
前
掲
書
二
七
五
頁
に
所
収
し
て
あ
る
。
（灯）代表的な見解として西村精一著『五人組制度新論」（’九三八年岩波書店）、また、野村兼太郎著「五人組帳の研究』（有斐閣
法
政
史
学
第
五
十
四
号
「
青
梅
市
史
」
上
巻
（
増
補
・
改
定
一
九
九
五
年
）
’
○
一
’
三
頁
。
吉
野
禎
次
家
文
書
（
註
姐
前
掲
書
）
二
五
頁
。
吉
野
禎
次
家
文
書
（
註
姐
前
掲
書
）
二
五
頁
。
吉
野
徳
太
郎
家
所
蔵
文
書
（
「
東
京
都
古
文
書
集
ｌ
吉
野
家
文
書
（
９
）
ｌ
」
第
九
巻
）
一
二
六
頁
。
佐
藤
孝
之
「
近
世
前
期
の
広
域
村
落
支
配
と
史
料
の
作
成
・
授
受
・
管
理
ｌ
北
遠
幕
領
を
事
例
と
し
て
Ｉ
」
（
高
木
俊
輔
渡
辺
浩
一
編
著
「日本近世史料学研究』二○○○年北海道大学図書刊行会）三七一頁。村方文書は、伝来から見ると家を単位とする場合が殆ど
である。しかし、太郎右衛門が割本であった時期の村宛の支配文書は、割本の辞任と共に管轄地域の村に引き渡され、太郎右衛
門の手元からは分散してしまって吉野家には伝来していない。分散してしまった文書と割本としての職務にもとづいて太郎右衛
門
が
作
成
・
授
受
・
管
理
し
た
文
書
、
な
ら
び
に
、
割
本
と
村
と
関
係
を
示
す
文
書
の
再
構
成
に
よ
っ
て
割
本
制
の
実
態
が
復
原
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
．
筆
者
は
、
こ
れ
ら
を
再
構
成
し
た
ｌ
所
蔵
関
係
と
は
別
に
ｌ
文
書
群
を
、
村
方
文
書
や
町
方
文
書
と
は
別
に
大
庄
屋
文
書
割
本
文
’九四三年）がある。
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
百
十
八
多
摩
郡
之
三
十
（
第
六
巻
）
二
一
六
頁
。
東京都教育委員会編『東京都青梅市春日神社本殿調査報告書』（一九九一年）三七～四四頁
註
伯
前
掲
書
三
七
～
四
四
頁
四六
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（
冊
）
註
Ⅱ
前
掲
書
一
七
四
頁
。
（
冊
）
高
木
昭
作
「
惣
無
事
に
つ
い
て
」
（
『
歴
史
学
研
究
」
別
冊
大
会
報
告
特
集
一
九
八
五
年
）
。
「
惣
無
事
』
令
と
国
士
の
領
有
」
と
改
め
て
同
著
『
日
本
近
世
国
家
史
の
研
究
』
二
九
九
○
年
岩
波
書
店
）
に
所
収
さ
れ
る
。
（
印
）
深
谷
克
己
「
百
姓
」
（
「
歴
史
学
研
究
』
別
冊
大
会
報
告
特
集
一
九
八
○
年
）
。
「
近
世
百
姓
の
位
置
」
と
改
め
て
同
著
『
百
姓
成
立
』
（
’
九
九
三
年
塙
書
房
）
に
所
収
さ
れ
る
。
氏
は
、
こ
こ
で
共
同
所
持
と
い
う
語
句
の
意
味
を
「
共
同
用
益
地
も
ま
た
、
石
高
制
が
幕
藩
体
制
の
原
理
的
な
力
と
し
て
貫
徹
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
す
る
と
、
真
の
『
共
同
体
所
有
』
と
し
て
現
れ
る
こ
と
を
阻
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
「
共
同
的
所
持
』
と
私
は
呼
ぶ
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
、
公
法
的
所
持
（
Ⅱ
公
儀
所
有
）
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
私
的
所
持
へ
も
対
抗
性
を
は
ら
む
も
の
で
あ
っ
た
」
（
八
八
頁
）
と
説明し、これを共同体所持とはしていない。
（
閉
）
「
横
浜
市
史
』
第
一
巻
、
「
神
奈
川
県
史
』
資
料
編
近
世
（
３
）
一
七
六
頁
。
『
武
蔵
国
豊
島
郡
角
筈
村
名
主
渡
辺
家
文
書
』
第
一
巻
（
新
宿
区
立
新
研
究
』
第
四
号
（
Ⅱ
）
註
師
前
掲
文
書
（
Ⅲ
）
古
島
敏
雄
箸
「
（
田
）
吉
野
禎
次
家
文
（
田
）
吉
野
禎
次
家
文
（
肌
）
註
Ⅱ
前
掲
書
一
〔
追
記
〕
本
稿
は
一
九
九
八
年
一
○
月
四
日
、
早
稲
田
大
学
小
野
梓
記
念
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
Ｒ
本
古
文
書
学
会
で
の
研
究
報
告
「
割
本
名
王
文
書
の
基
礎
的
考
察
」
の
一
部
を
原
稿
に
し
た
も
の
で
す
。
発
表
の
機
会
を
あ
た
え
て
く
だ
さ
っ
た
中
野
栄
夫
先
生
（
法
政
大
学
文
学
部
・
理
事
）
、
中
尾
堯
先
生
（
立
正
大
学
文
学
部
・
会
長
）
・
北
村
行
遠
先
生
（
立
正
大
学
文
学
部
・
理
事
）
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
書
・
惣
代
文
書
と
総
称
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
（
開
）
吉
野
禎
次
家
文
書
（
註
岨
前
掲
書
）
二
五
頁
。
（
印
）
大
石
久
敬
著
「
地
方
凡
例
録
』
（
大
石
慎
三
郎
校
訂
・
近
藤
出
版
社
・
上
巻
）
’
三
五
頁
。
（
冊
）
宿
屋
家
文
書
（
「
新
町
ｌ
御
嶽
神
社
三
七
○
年
記
念
誌
ｌ
』
’
九
九
二
年
）
。
註
別
前
掲
書
五
二
三
頁
。
（別）秣場騒動については、この地域の近隣である山口領を扱った研究として大友一雄「享保期武蔵野開発と秣場騒動」（『所沢市史
研
究
』
第
四
号
一
九
八
○
年
）
が
あ
る
が
、
こ
の
時
期
、
こ
の
地
域
で
秣
場
騒
動
が
頻
発
し
た
点
が
窺
え
る
。
割
本
制
と
郷
村
の
自
治
秩
序
（
澤
登
）
宿歴史博物館編）七七頁。
註Ⅱ前掲書一七四頁。
註
Ⅱ
前
掲
書
一
七
四
頁
。
吉
野
禎
次
家
文
書
古
島
敏
雄
箸
「
日
本
農
業
史
』
（
’
九
五
六
年
岩
波
書
店
）
二
八
二
頁
。
吉
野
禎
次
家
文
書
（
『
東
京
都
古
文
書
集
ｌ
旧
多
摩
郡
下
師
岡
村
吉
野
家
文
書
（
２
）
ｌ
」
第
一
五
巻
）
六
○
頁
。
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